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復刻にあたって

ＩｾＨＮｻＮＺの誌名は ｩ 大のように変逃している 。

rl刈i J G建築協会新t誌 J ( 大正 6 年 9 JJ - 7
5
ド12月)

f"  本住築協会雑誌J ( 大正 8
5
1二 1 月 - 8 年12FJ )

rJ往築と社会J ( 大正 9 年 1 J l 以降)

表紙を{ ' ，: r縮小して収録した場合がある 。 また、 !j;l 本が断

裁されているため、不完全なものがある 。

断裁によるイミ完令な文字は利i み1([ したものがある 。

表紙のltlJ 色は一色に統ー したため )J日本とは見なる 。

11 絵はカラーの貞も全て黒一色で印刷した 。

「会事 ｉｾｊ の ￬ｬｬｩ 頁には乱れがあるが、 ｊｪ［Ｑ 本のままとした 。

各集ごとの「総目録」は、発見できたものに限り、該当集

の第一 万の前に収録した 。

品i 表紙は、 rm一集第一号』 に限り収録した 。

目次の発行日は、奥付に記されたものを採用した 。

前付広台の一吉11J . えび後付広子? は収録しなかった 。「広告見 出」

「広? ? 日次」および「掲載広常一覧 J ( 復刻に際し新たに組

み、 H け加l えた) を参照して rnきたし、。

また、広告頁には独自の頁が付けられているため、本位i

五IJJ:&の広行頁の頁は一貫していない。

本f主主IJ版は日本建築協会所蔵の原本をもとJ l J した 。

(不二出版)
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創 立 廿 五 年 記 念 第 四 国 見 串 遇 知

記念事業見，f}t段後の計32 として残され ました南九州旅行は下記の遁 b接闘の霊峻 を訪ね八紘

一宇の精神 を淑揚 し併せて地方在住令 員各位との交微並陀建築物史蹟 君主ど見皐い?と します。 次

第御熱費の上御申込みあら ん事を。

昭和 17年 10月 15 日

最士圏法人
日 本 建 築 協 曾

南 九 州 見 準 決 第

第 一 日

1- 一 月 八 H ( f l )  18時大阪録 集合 京都仕立大阪際後18時45分乗車 問夜王宮中

第 二 日

十 一 月 九 日 く月) 8時50分門 司際音量 10時20分博多勝清

官 幣大量 ｴ 香 椎官 、 箱崎 八幡 宮 、中 食太宰府天満宮 、 塁 手奔 見 事Ｈ此問 地 方合員 と 交 数 合 ｲ［ 月 似漁 Ｉ ｾＩ

15時30分二 日市録後 18時39分熊本膝同地一泊

第 三 日

十 一 月 十 日 ( 火 〕 早朝 より 熊本妓水商j 寺カ11磯首申枇二本 木等特聞の許 す限り市内見与 をな し 9時12分 熊

本勝 後月巴薩線にて隼人純白 16時12分霧島神宮際着 パ スにてー霧島温泉郷活 一泊

第 四 日

十 一 月十 一 日 ( 水 ) 101l'1f14分霧島判 官騨後 11時30分臨児島腺渚

南洲 翁 終 主宅地 、 ｔ 有 洲翁 慈 、 Ａ 照問 中 Ｑ Ｑ 紅 、 磯 島 常 別邸 、 ｾ ｦ， ・ 市 内見皐 後 141侍48分鹿児島音量 18時33分宮

崎 着一泊

第 五 日

十一月十二日 ( 木 ) 早朝 出立 l昔切パ スに て宮崎市中宮、八紘選、背島、鵜 戸紳 宮参 奔見事 13時25分宮崎主主

18時20分別府浩一泊

第 六 日

十一月十三 日 ( 金〉 朝食後 解散 ( 時 間の あ る方は別府地獄廻 れ 宇佐八幡量生問、耶 馬渓見準 傍出来 ます〉

以 上

1 曾 費 金 者百武拾五回也 大 阪宣差別府解散迄の二号事賃金及食事宿泊料共

振替大阪三九九七五番J - t: 他の方法にて絶封 部j納 の事

1 申込及紙切 十月二十五日迄になるべ 〈早自にハガキ にて合星空排込方法記入 のよ巾込の

但 一 政 定人民 を超 過 し たる 場 合は後日 Ｂｻｧ ｨ ｾ 災の上 沼知 いた しま ナ

1 申込後不参 の場合にても 曾費の牟額御負担E願 ぴまず

1 途中叉 lま地元よリの参加者禽貨は)31)にお知らせいたします

。見耳鼻先地方御在住合員初3更は'k¥- 日仰木得 る限り御案内努々御参加の上交f飲あ らん事 を熱望いた します

O見暴先1併記は参加者 のみに後日 会附 いた します

O本通知霊童会後 汽車時間表改IEある場合は改めて参加者へ通知 いた します

0 別府解散後 大阪蹄 り湿 し切符御希ー望 の向は便 宜購入斡旋いた しますか ら尖 旨申込書に御明記下 さい

此 場合 の別府 大 阪 問は 汽 ｉ ｉｉ なれば二 等 賃 金 約 二十二開 門 知二 世ｾ ［ 賃 金 約 十六聞の 這カ ＱＱ で 大 阪 後大 阪 時 着 迄

の遜 し切 符購入出 来 まナ ( ，iIi 周期 間約一ヶ月〉

。別府解散後 、 阿持、ヨ主llIr 、長崎廻 りにて蹄l奴御希望の向 あ らば お知ら せ によ り行程 lt 他につき 泊 A¥斡旋

いた します



創 立 廿 五 年 記 念

防 火 改 修 技 術 講 習 曾

主 催 枇 図 法 人 日 本 建 築 協 曾

後 援 大 阪 府 ・ 大 阪 市

拝啓今回創立廿五年記念事業として嘗協曾 主 催、大阪府 ・大阪市後援の下 に下

記に依り防火改修技術者講習合開催仕供問奮って御来聴被下度御案内申上候

敬 具

昭 和 I 7 年 I 0 月

粧 圃 法 人 日 本 建 築 協 曾

日 時 H日和17年11月12、1. 3、14 日 ( 3 円問 )

18持より 21時宇迄

但 し 14自に限り 13f時より 18) 時凶迄

奮 場 久貧 困 民 感 校 講 堂 大 阪 市 東 区 北久賀 寺 町三 ( 三休 橋筋 )

11月12 日 ( 木 ) 18時 間 講

開 講 の 歯 車

大阪府建築課長 幼1¥ 井 技 師

「火 災 の 話J ( 約 1 時 間 )

講f : i li 大阪府建 築課 川 勝 技 師

「関 係 法 規J ( 共 - ) (.約 1 時間)

講 師 大阪府建築課 岡 田 技 師

11 ):1 13日 ( 金 ) 18; 時間講

「開 係 法 規J ( 共二) ( 約 1 時間)

講 師 大阪府建築課 中 村 ( 吉) 技 師

「防火改修工事概要J ( 約 1 時 間 )

講 師 大 阪市 防 火改 修 科 中 村 f 牧 ) 技 師

文 化 映置 「 防火 科 皐」クト約 1) 時間

11月14日 ( 土 ) 13;時より 18涛頃超

現場 見 皐 13;時より約 2 1時間

「防火改修設計の方法に就いて J ( 約 1 i時間宇 〕

講 師 大阪 市防火 改修品ｾ 泉 技 師

「工事監督に就いての注意」 ( 約 1 時 間 J

講 師 大 阪市 防 火改修 課 架 本 技 師

終 講 の 齢

大 阪市 防 火l改修課長 桐 本 技 師

。数料として「建築と枇曾J 10n 特 輯 「防 火改修必携」を贈呈いたし まナ。

。聴講希撃者;土11月5 日迄申込書記入の上常協合宛御申込 みの事 ぐ定 員 500名)

O 舎費 不 要

ｃ 舎場は草履 、 華 Ａｴ ヵ パ一等 の 用 ［ ｵ ｾ うりません か ら作自御用立願ひま す。



曾 告

「建築と防空展覧曾」家庭防空施設懸賞園案入賞佳作設表

議 て本誌 8 月競誌上に護表募集中でるった上記懸賞園案は審奄の結果下記の通り入賞佳作

者を決 定し?と。

入 • 2 等 ( 1 名) ! t 赦1 i : 牌並JJ:・金 100闘也

今 西 蔑 雄 大阪市住吉区山坂町 5 の18

佳 作 ( 3 名 l 1t奴1! l : 牌並1' - 1: 金30闘 宛

井 運 善 哉 大阪市住吉区平野大通46

浦 井 作 堺市賑町 3 の39

中 村 昌 秋 新京市敷島直入舟町 2 の 7 の 4

書 査 • J!f 

先 づ 本舎 の宮市' めに膝 じて珠玉の作品を寄せられたる臨募者各位にますし深〈敬意を 表 す る次第である。

今般は態募期間の短か> . 1) し震か或は係りに要求事項が多岐に亘りたるまSか、 感募者比較的少な 〈若手

査の結果革新的創意に富める 理想案が得ら れなかったのは i旬に遺憾である。随て審査よ相首の苦心 を挽

ひたる 結果特に感募者の努力に封 して 上記の如 く入賞を決1i : : J 3 佳作に対しでも規定になき賞金 を贈りそ

の努に酬ゆる ζ と L した。以下審査の紙評を記す。

1  . 消火活動と水利 につい ては可成考慮さ れて あるが、 手況 な所rこし、 つ も整然と JTI l' l が配備しである

ととを 望 む、 今日では防空は生活の一部である。

Ｒ Ｎ 住 宅内部の遊休場所 と も官へる床の問 、 天井袋 、 戸袋 、 屋松袈ｾｾ ，Ｎ の部分が 防空 的に工夫改 蓄 して

軍司用 され ることは良い傾向である更にと の方面の創意 と工夫 を望む次第である。

3. 待避所にういては各案 とも相笛に工夫されてあるが待越は 消火の始めである 、 ほんの哲くの待機

所であ るから その位置を簡単 に出入の出 来る場所に選定すること L 手近に得ら れ易い資材 を利用 す るこ

と並K 家族 霊止に適隠した恰好のも のを計笠ーするとと が大切である。

4. 庭園は道路 と共 に防空沼恒OJ に重大な影響があるから防火樹、 ?也水、 非常口 毒事を も考慮に 入れた 図

民庭闘 とも講すべ き標準案の 出現を望む。

5. 焼夷弾が屋根裏、天井裏な どに 留った場合を考へて構造細部に工夫改善された築が相笛あったが

耐 火材料の選様 と正 しき使用 j去について更に一層の考究を 切望するものである 。

昭 和 1 7 年 1 0 月

社 圃 法 人 日 本 建 築 協 奮

建 築 と 防 空 展 覧 畜 委 員 畜
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工事前 と 工事 後の 比 絞

よ

工事前の或る 裏 長 屋 、 下 のｴＮｾ民 と比 較の

ために保っ た。

下

工事後 、向ひ側 の板堺 が白い モルタル塗

りに 代っ たので 明 るくな っ た事Eである。

水槽も 整備 されて防火への心構へ が出来

上っ た総である。

1  x  



2  

在来外壁 に 張つで あ っ た 薄 板

類は剥がされて下地の慣拘ち

が完成し所 今 に は 不 燃 放 の 打

つ であ るのが見ら九る。

x 2  

エ 事

狭 い泡路に面した 改 修 工事 場

である。

今やっと足場 が出来上った。

進 捗



3  

下 地 の セメ ン ト瓦や不燃板の

狼 付 け を了へ、 左官工事 を待

つ の みになった。

の 各 段 階

4  

左官工事も了 へ足場も京外さ

れ職場の将な騒き・が治って .

勢揃ひをした防火改修工事場

の額母しい容である。

3 x  



x 4  

ｾ＠

4コ

建物の樹I比 した中 に色 々の必安から

こんな窓がf . l いてゐる 場 合があ る。

綿入 ガ ラスの窓に す る;場合 もあ るが

折 角 の枠 土利用 して、 防火 罪 にする

ｾｪＺも ある 。

左

燃 え易い 主主板 など を剥

が して慣 を打ちセ メγ

ト瓦を 打 ちつ け、モル

!7 J レを塗 るの が今日 普

通 に周ひて ゐ る方法 の

一つである。

右

111]' の rl_1の家屋の櫛比 し

た所では 、妻 の相百l し

たfliI l所 が非 常に 多い 、

そ してこんな個所が延

焼の危 険 が最も 多 い の

で工 事は特に 慎重{ にな

さ2もる。

左

建物 の裏 側Ij に面 した個

所 の改 修工事 は 最 も凶

革礼で殊に そこ に取付 け

られ た勝手 口や非 常口

の改修 は 資料 のl刻係も

あっ て困 難を橡める 。

右

Jfli奮い j!j ! F品に聞 したゆfは

改 修不安で も隣接 建物

の関係 で制l獲だけ は是

非 必夢にな っ て来 る。



防火改修特輯貌溌行について

い ｬ 附 ｾ ｽｪ 制施設側 井
上 新

今回「建築と枇舎」誌10月蹴を全部さかれて防火改修事業に 関連 した一切の 事 項 即 ち防空建築規則そ

の他の闘係法令は勿論のとと建物各部の改修範 例をも図版として 1 ne- に醒められる由 、員十亡 時期 を得た

事と厚 く感謝するものでるります。

思ひま ナるに今次事賓の進展と共K 都市の防昼防火封策は絵本格的に軌道に乗って来たl哉の深い もの

があるのであり ます。防火改修K 於 きま しでも . 防空法 並に 同施行令の全面的改正に伴ひ本年 3 月防空

建築規則の政E 強令 さる L に及び地方長官はム定む改修医域K 期限を附 して工事を命じるを得 叉その方

法に付いて明示される事K 主主久之れと歩調を揃へて 地 方臨令も 引績を護令さ れ、府臓によっ て は 之れ

と共に官公聴の組織ま で改境整備されつ ム星うる 7状態で. 今日迄 多少、貰験的妓を出でなかった防火改修事

業 も愈々 その宜施期陀入った事は誠陀御同肢に堪 えぬ次第なのであり ます。

けれ共何分本事業の劃照は重要都市の相営庚汎主主直域 内のあら ゆる木造建築物に昔うる の で 数的K も質

的にも皐君主る 法令又は官公聴の努力にのみよっては 議期の成果を翠げ得友い事は火を見るより明らかで

あって之のため本省、陀於きましでも昨年末改修事業の工事を直接指営される第一電話の努務者に封し珠算

を計上してその認識を深めるための講習舎を各府 ｊ 隊下に 於 て 開ｩｕ ｪ し 相 首の効 果 を穆 げ て Ｊ Ｑｴ ･Ｚ＾ ｾ Ｇ あ りま

す。今後も 引続き年々相営額の換算を以て貫施 する設定でありますが今般 協合K 於 きましでも之等の結

陀闘 し深き御理解のもと陀建築技術者の講習を開催される事と相成った事は 衷心 より 感 謝に堪 ええ主い所

であります。

前 述の如く本事業は多数の建築技術者と多数の建築努務者を姿するものでありま して之れ等の人々が

一人でもより多くの理解 を深められるととは之の事業の進展のために貫郎すると ζ ろ極めて大なるもの

ある事を 痛感するものであ ります。

との際tて於きまして今回の如き特輯説が出版されます ζ とは如上の目的達成の主主め大いなる役割 を演

す本る事の明らかでるりまして深く感謝設す次第であり ます。

1  x  



防 火 改 修 の 困 難 性

支那事餐が始って以来園土防衛が叫ばれ就中重

要者1) 市の昼襲針策として木造建築物の綬燃化が内

務省、陀依て立案せられ、試験時代の各地に於ける

火災質験を 経て模範街匿 として工事を施行したの

が昭和 13年で. 防火改修工事の最初であり ます。

爾来補助金を交附 してとの事業を促進せ しめると

と L 友り大臨其の補助率も 3 分の 2 以内と定めら

れ、昭和 14年度より事業と して本格的に開始され

たのでるります。官時は未だ今日の如く法令があ

るわけでなく . 全く改修される街匡内の家主さ ん

遠の自型的協力と 所調警察署の熱心なる努力とに

依って進められたのでるりま すが、家主さ ん達に

其の必要性を認識して貿ひ、同意を得て工事に協

力して貰ふには随分骨が折れた諜でるりまナ。兎

に角模範街匿の完成陀よって改修の方法なり結果

に就ては大腫一般の認識を深める事に役立ったと

共に質際にとの任K 首る者陀取っても確信を輿へ

て呉れたのでありますが、愈 々事業として相首庚

範囲K 詑iよって工事を押 し進めて見ると更に色々む

困難陀打首った課であります。

特に其の閤離性とも云ふべき賠を傘げて見ると

第ーに築田施工 をして ゆかえEければならえ主い黙で

あります。 此の原則の必要なととは申すまでも主主

いl J l gで従て 1 ブ ロ ッ ク50戸乃至 100戸位の大家さ

ん達が全部決れ主主く 組合に加 入し て貰ふと云ふと

とが容易のととではありません。大家さ ん自身の

住所がて んでんば らば、らでるるばかりでなく謹隔

地 にある人 も あ れ 叉趣旨も誠に結構で、あり 3 分

の 2 の補助金も誠に有縫いが経済上虫11何しても困

ると云ふ人 も出て来ます。更に叉地界守とか借家

人が勝手に作った建物のl J l g 置とか色々の問題が闘

聯 して起て来るのでるります。第こには事業の性

質上、康範聞に於て: 歓速に施工 しなければ主主らな

い結であります。 防火改修は今日都市防Zさの謂は

x  2  
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ご品A

，ロ

ば、緊急; 的封策であって従てその震κ 盟十年も或ひ

は十致年を要ナると云ふ様左足ととで、は勿論意味を

なさえ主い。例へば大阪市丈に就て考へて見ても そ

の重要地区17高戸の改修を詩すとして少くとも之

を 5 ヶ年を以て完成せしめるとすれば 1 年聞に約

3 高 4 千戸工事費にし て約1700高山! の工事. を途行

してゆかなければ、友らない。 さを閣の重要都市 を遁

じてか様主主工事に要する費用の 3 分の 2 0補助金

を出 し更に其む資材及努務関係陀支障主主から しめ

ると云ふととは今日仲々容易及ととでは友いので

ありま ナ。第三陀 は現に建物 を使用 しつ L 施行し

てゆかえ主ければ、主主 い鞘にも多大の困難性がありま

す。 1 戸 1 戸 に就ては何でもない程度の仕事です

が各戸が一一一家主ばかり でなく借家人が充分及型

解 を以て同時に之に協力してくれなければ、所謂仕

事に友らない. 勢ひ工事費 も高くなる結果陀主主り

ます。従て借家人の魯裳と同時に工事期聞を出来

る丈短縮する工夫が必要主主語であります。

以上の様な困難を克服して事業を途行してゆく

詩には先づ第ーに従来の如く E誌に補助金の みにて

は不充分であって如何し ても法律の力を必要とす

るに至ったのでるります。即昨年11月防空法並に

同施行令の全面的改E 陀よって法的根躍が興へら

れ引続き本年 3 月防火改修規則 として鼠潤の省令

の公平li を見る陀至れ 降而 7 月陀は大阪府令とし

て防火改修施行細則 をも公布せられて . と 与に防

火改修11: : 闘する一聯の法令は完備された諜であり

まナ。然 し組合結成の如き事務は矢張り従前 の通

り何所迄も勧奨陀依って進めるべきで所調停家の

資刀 を抜と云ふのは最後の; 場合であります7。との

法令む強化 と共陀第二K は質施機関の整備 を必要

とナる諜で大阪市 lモ於ても今春来職制を改革され

今迄のー係 を防 火改修課陀誠大せられ、大い陀 人

員も整備充賞されるに到りました. 又工務協舎.



建築士曾公周囲、土木建築舎、工 業組合等民間副

胞の御協力を得べg - 臆説、も整へられ既に其の一部

の御活躍を願って居ります。今時は続々共の御骨

折に待つべき所多大なるものがあります。

次陀は防火改修を質施する区域のえめ方であり

まナが、補助金にも限度があり自己事業の範闘も

其の限度陀制約 されて来ますので吸も有効で②り

重知的主主匡域の定め方をし左足ければ、なりません。

その結果前任者井上 現内務省、防空局施設課長は市

内を綾急: の二直別I ' CJj ll け同額の補助金を以て康範

|勾を有効に改修するととに苦心されたのでるりま

す。 9 月21 日附府公報を以て大阪市及堺市の防火

改修医域が告示されま したが其の賜であります。

向近く 17年度分と して期限を附して改修を命令す

る直域を告示するとと陀なって居ります。今後は

斯様な直域が順次出示されて全直域を蓋ふととに

なります。第 31ζ は地元負捨金の融遁 問題で正うり

ます。特l乞木事業十て闘しては臼木l勧業銀行の格別

の協力 iζ 依り 全面的に引受けて貰ふ様になったの

であ りますが、之の端緒を作られたのも 前建築課

長井上氏の御努力に依るのであります。 術 火災保

険協曾l乞於ても木事業l乞協力せられ改修質施直i或

陀就ては 2 容IJ以上の保険料の割引をされるととに

なって居ります。

以上の外事務的にも技術的にも各種の工夫改良

を要する鈷が多々 あ らうと思ひますが結局市民各

位の協力が本事業の根底を持して居るのでありま

して他の工事と大に趣 を異にする所であり本協倉

部特に本事業の推進K 呆出された所以であると存

じます。
L筆者は大阪府警察部建築課長〉

3  x  
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の 常 識

. 火 災 の 損 害

色々な物資が次第に少くなると共にその貴重さ

が吾々む前に今夏の様にク ローズ・アップされて

来たのが今日の有様でありますが、之の時陀火災

陀よって毎日む損失を作りつ L あるととは叉首然

吾々の大いに注意を喚起すべき大問題でるりま

ナ。一般陀火災に付いては大い陀闘心を持たれて

来てゐる様でありますが之れは闘係営局の指導の

然らしめる所であって、そ むために 火災は空襲火

災にのみ注意が集中され一般の不注志ーから生じる

火災に付いては左提I ' C 考へられて居らないのでは

無いかと思はれるのであります。

昭和15年 1 ヶ年聞の全園に静生した火災の件盤

は 18，000件その損害額は 2 憶回を超 え て 居 り ま

す。之れは 1 日平均501'牛の火災が各地陀護生して

居るわけであります。大阪府に於きましでも同

年 1 ヶ年の出火件数は 1. 116件その損害額1. 300lfl;

ｕｾｉ 絵となって居ります。

今イ医り に 1蓄の飛行機が10高年11で製造出来る と

します と、此の年 1 ヶ年陀全園で約 2. 000蓋: の飛

行機を叉大阪府だけでは 130憂の飛行機を不注立

から次に して しま った勘定となるわけで如何に不

注意の失火が大なる損害を生じつ! . ｾうるかが知ら

れると }[¥!，ふのであります。

. 火 災 む 歴 史

玉置豊次郎氏箸「火災の来」によりまナ と、世

界で有名古主大火は A . C  . 64ネロ皇帝が詩を吟ヂる

ために 、全市 のろうを壊失せしめた 、ロー マの大火

を始めとし、A . C  . 1666. 戸 数 13. 200 を焼いた 英

国 文化史上有名友ロンドンの大火、1812年ナポレ

オンの大軍を防ぐため焦土抵抗を試みたモスクワ

の大火、 1871年市 の中枢部2.124エーカ一戸数17.4

30戸を焼いたシカゴの大火、1906年大地震後輩火

した 、サンフランシスコの大火であって之れ等の

x  4  
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勝 健

大火の多くは既に我園民の聞にも相官知られて居

る。然る陀肝心我閣の大火のとと l亡なると世間は

全 く無知の71夫態で るるが、 タト闘の著名左大火 と我

園の大火とを比較すると質化熔くべき事買を護見

する。今彼此相混じてその焼失面積の大ノj 、のI1聞に

列記すると次の様になる。と して順次に書かれて

ゐますから之れを表記しますと

1 . 東 ーJil、 西匪1923 10，5肌 000.t '1イし大、 災震)

2，江 戸 同 1657 
( 振火 袖災)  

3. i T 戸 同 1772 4，700， 

4. チ三 ! 庇同 1724 3，750，000 ( 妙智焼)

5. サンフラ

|司 1906 3，600，000 

ンシスコ

6. 横 演 同 1923 3，000，000 

7. シ カ ゴ 同 1871 2，350，000 

8，京 者1) 1司 1864 1，960，000 

之れからみますと有名なモスコーの大火もロン

ドン の大火も数の中へは入って居らないのであり

ます。如何十て吾闘の都市が火災K 劃して弱いかが

判然すると思ふのであ ります。

或る外閣人は之れをみて「日本国民は永年の間

数々の天災陀遭って来てゐる一一 大 火災などは日

本では一種の日常行事である 、 とのため日本人は

ーヲ干に於て運命論的な . 他方あきらめのよい建設

に喜びを感ヂる国民性 を持つに至ったのであ る。

ーーとのため陀現在日 本人は空襲を滋け難い災害

と考へ之れが襲来した後の復興fとは喜んで営る。

一一 ζ れは日本人がまだ峨洲，人の如1< 自閣に於け

る空襲の惨耐を知らぬためであらう」

との首否は別として 、今日英米があれ程の大I放

を喫 しIr ら向 且 日本興し易しと翻じる根践の一つ

に焦土戦術を立' ーみて居る事だ劃しては吾々建築家

の責任を感じ 、今後者が 都市の! 坊主、防 火J亡劃し

て大いに努力ナベきを l践すコるのであります。



4・ 火 災 と 気 象

火災 と気象はー膝無関係のもの L 様に見へます

が気象の中で も特に温度と漁度の事を指してゐる

のだと思っていただけばもっとはっきりナるかと

思 ひ ます。之れに付いて は色々の方法で研究さ れ

てゐまナ。今叉全閣の明治3 4年から大i E 7 年まで

の月別火災教を見てみまナと 、 2 月が最も出火の

多い月で、 3 月 4 月K 友れば次第に少く な り7 月

は最少とえt ! : l ，盛夏の 8 ) j f L / 会叉少しく l脅加し 10

月から叉 l合加の一途 を歩んで、居り ます。 とれか ら

見まナと我闘で最も潟度の低い時が 2 月であ れ

叉 8 月は夏期の中では潟度も低く f毘度の高い時で

あるのと 会 く一致してゐるのであります。勿論火

災でありますから 火を扱ふ頻度陀付いても考へ主主

ければなりませんが湿度 と漁度が物質の燃焼に直

接関係ある ととは貫験の結果 と全く 一致する ので

あります。前 に書きましたネロ がロー マ市 を R 8  

聞に亘って焼いた大火は 7 月で ロー マに於ける最

低潟の 月 で あ れ 叉 我 闘陀於ける東京の大震火災

或は 1咋年1月の静岡の火災は何れも稀有の低潟時

の惨時であった事は有名で・、wi かる事柄を探せば

幾らでも重うりますが兎に角大火災は常陀溜潟度と

関係のある事を知っておきたいと思ふ。

. 火 災 温 度

火災温度に 付いては東京帝大に於て昭和 8 年頃
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1 0  

から質騒が始められ. 質際の家屋に 近いものを作

って貰験された共の結果によると 、型占火後の 2 分

間で家屋 内 陀火焔が充満し Ｎ その後 ＵｾＶ 分にし て

最 高温度に達 し、第 1 回の賓験では 1. 130
0
C第2

同には 1 217
0

C を示 した、その後質際の火災に 付

第 一 周 プー リー の熔融

第 一 表 火災狩の標準温度表

2 0  3 0

1t  
時

••• 
時

2  
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きま しで も鋳銭類の帯 融 したものを度々恐見 しま

した。馬県 第 1 囲は その一例でありまナが之れよ

り見れば矢張溜度は 1. 200(1 C 内外かと思ばれる .

勿論過 去の大火に際しては青銅や鋼管の熔けた賀

例もあり まナから大火 ともなれば相常之れ以上の

高混とな るも の L 援であ ります。 最高温度は 火災

針策上相営重要な 問題であって 、初jへばその延焼

力 とか消 火方法に影響す る所が大きいもので、仮

りに湿度が1 . OOOoc 以上にも君主って居る火焔K 注

水ナる場合陀は相官眼力 を持った7].くを注水せなけ

れ ば燃麗物の温度を下げ るよりは 、7].く自身が分解

して7]( が燃え ると云ふ結果 を生じるわけでありま

す。 防空演習の際 に焼夷弾の燃焼陀旺接注水する

場合に注訟 を袋ナるむ も焼夷弾は20000
0

C から 30

OOOoc 近 くの溜度陀 昂るからでありますの

さて防火改修家屋の場合ですが之の場合の故高

温度は 1. OOOoC を超 えるととは無い様で大抵は 80

Oo c 内外の様であります。叉改修家屋の向ひ側

3m位向! f : れた位置の溜度は200
0

C 位であった賢騎

例 も1あります。とれ等の結果からみると改修家屋

であれ ば最後ま でその家の家族で充分消火が可能

友事がわかると思ひますO

・ 火 流

以上竪rr 片(1守I'C火災に闘して主主きましたが、次ぎ

に火災時陀於ける火焔の進行経路とその情態に付

いて書くとと fてします。

「火事は最初の 1 分間」 と云 はれて居ります。

大開火事の際の火の経路に付いては免 2 岡にあり

ま す 様十亡 、 最初 ｬ モ 失火 叉は焼夷 蹄 等で ・火 ｾｽＮｪが出来

てから先づ附近の雑物叉は建具等rc着火 し、次い

でその上方の天井又は小屋を焼くと云ふのが3苦遁

の11国序であります。 私 は之れまでを火災め第 l 期

又は初期 と云ふととに してゐま す。之の火災の初

期の問陀蛮見して庭置をすれば 1 人 2 人の素人の

手で充分に消火が可能で‘ るります。設初に書いた

「火事は最初の 1 分間」と云ふのも之む時期の事

で しょう。之れが一度ぴ天井陀燃え移ってしま ひ

ます と火の見掛けだけでも 相官大きく友るので少

くと も隣組の膝援を要るとと陀な ります。 それ も

ぐづ....._..-してゐ ます と小屋とか雨戸 、障子を焼き

抜いて室内への2芸気の流入がよくなり 火勢は益々

猛烈になって行きま す。元来火は御承知の様に可

x  6  

燃性の物質の酸化であ りますから 空気の流 入が最

大僚件であ ります。之れが不完主任であれば例へ火

貼が生じても 火災にはならえ主い わけであ ります。

参考まで {rC室の芥量と木材の燃焼との闘係に付 い

て記 してみま す と、木材 l kg が完全陀焼燃する に

嬰ず る空気量は 309m
3

であ りますから 8 昆敷位の

庵敷が完全 i亡密閉 されてゐるとしますと僅かに

9kgの木材・を燃焼す るだけであ ります。 9kg の木

材を容債陀換訴しますと Ｑ Ｏ Ｚ［ ｯ ｭ Ｚｬ ｟ Ｑ Ｏｾｯ ｭ 刊 になり

ます。之れはrt 1  m 長 2 m位の板陀 しますと厚さ

l 02 - 2 00c mでありま すから洋館ですと 、 ドア -

1枚程度を燃やし得 るに止ります。ですか ら室内

に空気の 入らぬ様にするととは消限的とは云へ火

を大きくさせない事に役立つわけで建物の構造を

気密にするととも防火七有効なわけであります。

外閥の家屋は木造でも之の鮎では日本のもむより

良〈出来てゐるので出 火件数は白木より制合に多

いのに火災殊lて大火 l全日木よ りす=っ と少いのであ

ります。之の気密の貼から云へば日本の土蹴浩り

も有効ですし、防火改修も之の鈷から云つでも有

効なわけでありま す。

さて火源から出た火が家屋内の天井: J . . . はノj 、屋陀

ま で 燃 え 捕 れ つひに尾根の一部から次第十亡焼け

抜けて行き周囲の窓は勿論a t ' の問から火をpnき出

す般にな ると隣家へ延焼してR きますが之の延焼

の経路陀は色々あります。一般に町の中の家です

と第 3 闘の楳ーに屋根の去から占へ移っ て 行 ぎ ま

す。叉相封した建物で す と窓、から或は軒から或は

外壁 i亡張った杉板、焼板を遁 じて何庭までも蹴っ

て行きます。 それに風でもあれば益々猛烈な勢で

蹴って行きます。大関今までの火災がどれ程の速

さで延焼して行ってゐるかは次の表に示す遁 りで

ありま す。 ( 官本吉浩氏者火災防禦戦術 より技不

したるもの 〉

第 二 表

焼失品九I 10 I  50 I  100 1  500 I  700 

4 γ 4 2 1 0 9 7 1 0 4 0 1 0 34 1 0  18 1 0  13 

叉風がある際 に於ける 1 時聞に火の延びて行く

長さを表示 します と第三表の如くでありま す。

第 三 表

。I 5  I  10 I  15 I  20  

50 I  40 I  30 '  20 I  10 



風 側 ( m ) I 田|五ーロー「石戸7

風 下 ( m) I ωI  80 I  120 !  160 I  200 

上のまから風速 7- 8 mの時に毎時間大間 100 m

位の速さで延焼を蛾大 して行くとと が 見 ら れ ま

す。普遁無風Ol 伏態の時でも 1 時間も火災が続い

てゐ ると之れ位の局部的風速を生じるものですか

ら 100m前後は延焼範固陀主主 ると 湾 へ る べ き で

す。又飛火の問題ですが之れも表 l亡してみま す と

第四表の遁 りであります。

第 四 表

風 法 ( m) I  5  I  15 I  25  

飛火 抱 腹隊 I 200 I  500 I  500 

最大警戒飯離 I  300  I  1. 000 I  1. 000 
( m)  I  v V V  I  .  . v v v _  _I 

それからヲre火によって着火する個所ですが今ま

での賢例によりますと 、藁屋根は勿論瓦屋根でも

その瓦の隙問、7]( 仕舞の谷になった所. パラペッ

トの蔭に友った所. 物置、物干等 k ，書き上げる

と切 りが無い程であ りますか ら之の宅警戒は後程む

設立を品与するわ けであります。

第 三 岡

ＮＮＮ よ ｾｴ J  I  H.  '1骨

.. .. ^  i¥[ . 骨1¥士I t

第 三 岡
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包明

. '5木浩都市の防火

以上火災のj伏態 lて付いて断片的lモ書いて来たの

であ りますが最後 l乞我園の如く木造建物で出来上

ってゐる都市の防火であります。之庭に木造建物

の防火 とせす= に都市の防火と したのは 、吾々 の個

々の木材で出来てゐる建物を火災から救ふと云ム

事は殆ど不可能事に近く少く共ー街直とか都市全

部とかを封象に して針策を考へねば効果が無いか

らでありま す。今ま での大火の例から見ま しで も

木造建物の聞に 1 2 の銀筋コン ク リート 怨物が あ

りましで も周囲の建物全部が木浩でそれから ー費

lて火を出した場合には決して耐火的であり得友い

ととは もう 詮明情で主うるからであ ります。

さて都市防火と云へば一頃流行 した様に都市雄

物全部を耐火的陀するとと が直ぐ頭t 浮んで参 り

ます。或は叉防火地匿の如く 特 定の直域を耐火木

造 の建物で園続 して火災 を遮断する ととを も考へ

られます。之の何れも決して悪い ととでで. はありま

せんけれ共既既4 陀矢は弦 を放れた のでで.あ りまず。大

東.illi:

を5考}均g雪. へてみてもそれは2昼芸想でで、しカか当ありません。在

来の主建E物を利用して何とか耐火的十陀亡 、出来なけれ

ば防火的にせなければな りません。そと で数年前

より東京帝大を中 心に種々 研究 され大阪では 昭和

13年火災質験 もやり 、模範防火改修直域を作ると

と L なった のでありま す。 その後昭和14年に は防

空建築規則が強令され叉本年 3 月には防火改修規

則が登令され愈 k 本格的 l乞都市の大部分の匪域に

瓦って防火改修をす るとと L な っ た の で あ り ま

す。

防火改修をした家がどの程度火災に抵抗出来る

ものであるかは今夏之鹿に説明を要し友いと思ひ

ます 。 今日まで ＱＰ ｾ 政府廊下に於て之れに到 する ｔ Ｍｴ

験をし一般の視覚に供して居 りますし又質際 に防

火改修を した家屋の火災も 強生して居 りそれが相

常効果を殻揮して居るとと も既に御存知の遁り で

あります。 只. 今日の問題としては之れを 1 日も

早 く1 軒でも多くの家l乞賢施すると とのみが残さ

れてゐるわけであります。

次 の お民第 Ｔ 岡は或る所 で・行 は れた火災質 ＥＮ ｾで、

宜 験開始後 ＱＱ 分の時の ｾ ｉ 犬態であ り ま す ｯ 右から

2戸自の改修家屋は と うして最後まで残りまし

た。又馬県第 5 闘は或る都市の大火の際のお民で・

あります御後の遁 り土識も之れ位の放が連指して

居ります と完全に 火災の延焼を| 但止して居るのが

7  x  



見 られます。ですから 防火改修も 相常数の集閣と

なれば火災の防止に事効である ととは多言を要し

泣いわけであります。

今日ヨーロツ パやアメリ カの都市は大抵不燃焼

材で構成されてゐ ますが. 之れ も都市の殻生時代

からと ん主主様子であったのではありません。 !!&i 何

年前ま では矢張我闘の都市 と大同小異の木造者1¥市

であったのであ りますが 、地震の1縫い彼の闘では

その吹から次第に今日見られる僚主主燃えな い都市

陀市民の努力によ って作り 上 げたのであ ります。

別段法律や政府の補助も無し にやって来たので

あ りま す口それに比すれば我閣の都市問防火改修

{立は茶飯事に過ぎ ない事 と思 はれ る の で あ り ま

す。けれ共一面戦争. 一面建設の最中であります

ので非常な困難が俳ふ事は勿論であ ります。之{ l

を他面 より考へれば叉それだけ lて吾ー々建築家の努

力すべき 、努力 し甲斐のある事と云ばねば、主主り支

せん。 ( 可望者は大阪府 建 築課投 附 }

x  B  
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防 火 改 修 規 則 の 解 説

此の規則 は第 1 後より第15(1除及附則よりなる軍

調内務省令 でありますが 、 ｉ ｾ 方益法や同施行令並ｻ 亡

防空建築規則 と市街地建築物j去に夫 々相闘聯した

規則で防火改修を施行する 基本則であります。

第 111氏 防 益法第 5 {I康/ 2 第 1 項ノ 1亙域ハ防空法

築規則第 21僚ノ規広 = 依ノレ阪城ヲ除 ク市

街地建築法第2311除ノ規定= 依ル直域ノ: 全

部叉ハ一部ニ付地方長官( 東京府= 在リ

テハ警視総監以下之= 同ジ) 之ヲ指定ス

ベシ

改修前肢を指定する範囲を定めた もので市街 地

建築物法の施行されて居る直i或の全部か叉は一

部で‘ 然か も防空建築規則の全部適用の区域とな

って居 りまナ。

第 2{1氏 防益法第 5{1除ノ宮 ノ木造建築物ハ左ニ摘

グル モノト スo

l  床面 積 6 百平方米軒高 5 米ヲ 超 ユル

木 造 ( 銭骨木造ヲ合ム以下之ニ同ジ) 建

物但シ防空建築規則第 5 僚 / 2 ノ規定ェ

依リ建築シタルモノヲ除ク

2  前統ェ掲グモノ以外ノ木造建物但シ

市街地建築物法施行規則 ノ定ムノレ乙樋防

火地 ｲ ｾ Ｎ］Ｎ 闘 スノレ 規 定父ハ 防 空建築 規則ノ

規定ェ依リ建築シタルモノヲ除ク

改修すべき劃照建物を定めた もので普通一般の

雄物と大規模の建物 とのこ段陀 I瓦別したもので

す。

第 3 {I康 前 僚 ノ ;木造建物ノ防火改修ニ付テハ本令

ニ別段ノ 定アノレ場合ヲ除クノ外防空建築

規則第 Ｓ ｾ 際 、 第 Ｔ {I氏( 第 1 項 第 3 抗ヲ除

ク) 、第 5 {I際、' 第 5 僚ノ 2 ( 第 1 項第2蹴

ヲ除ク) 及第 5 僚ノ 3 ノ規定ヲ併用ス

改修すべき 箇所及て防法を規5ieせ るもので防空建

築規則の一部を準用した もので・ナ。

中 村 吉 太 郎

第 4{1阪 地ブ干長官ハ防Z5建築規則第 4{1氏ノ 規 定 ノ

ij主用ニ閥 シ敷地ヲ 異ニスノレ木造建物ヲ其

/ 建築面積ノ 合計 150平方米以内毎ニ 同

敷地内 ニ在ルモ ノト看倣ス コト ヲ得

改修はー建築敷地毎に施行ナる立前 となって居

るが あまり 小いときは合併施行の途を閥ひて居

ります。

第 ij {I阪 地 方 長 官 巴 ム ア 得 ズ ト認ムル トキハ 第2

( 阪第 企披 ノ;木造建物 ノ窓叉ハ出入口 及其

ノ周園部ニ付防空建築規則第 4 依第 1 項

ノ規定 ノ準丹J ;. 闘シ 3 米未満ヲ 2 米未満

トシ同僚第 2 項 ノ規定 ノ準 用 = 閥シ 5 米

未満 ヲ 3 米未 満 十スコ トヲ得。

場合K 依つては隣地fj f l 1界緋 よりの適用範囲を縮

少し得る塗も 開けて居 ります。

tf5 6{1氏 防空建築規則第 4 僚ノ規定 ノ準用ニ 閥シ

隣地 担界 ｾ￭ｬｬｬ 月ｼ僚ナラザノレ トキハ互 ニ 相面

スノレ建物 ノタト曜日円ノ中 心線ヲ以テ隣地4; Ji

界がい 看倣ス。

隣地 ｩｪ ｾｬ ｊ 早綿 が 不明瞭のとぎの決定法を定めた も

ので、ナ。

第 7保 木造ノ長犀= シテ主主築面積 150平方米ヲ

超ユル モ/ ハ 150千方米以内毎ニ 地盤ヨ

リ屋棋 ニ主主スル迄防九j二有効ナル土塗慰

ノ類ヲ以テ医ilt1J スペシO

長屋 陀 して相 ＷＷ 「人き な も のｾ rド問 l乞防火阿，!t IJ を

要求したもので・ナ。

第 8{1阪 地 方長官ハ防火改修工事ノ地行ノ: 箆必要

アリト 認 ムル トキハ首該建物ユ付補 強其

ノ他必要ナル措置ア命ズル コト ヲ得。

改修効力 の保有の詩脆弱な建物陀は jgi め補強:其

の他命令が出せる様陀なって居ります。

第 9 (1隊 第 2{1阪f t ; 2 批ノ ;木造建物ノ防火改修ハ地

ブJ 長官 ノ定 ムル所 ニ依リ何廓毎= 一幹 ト
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シア之ヲ施行スベシ。

一般の改修はー街区毎に一同りとして施行せし

むる様に規定して居りまナO

第 10後 防 昼法施行令第11依 第 1 項ノ費用ハ防& :

法第 5 依ノ 2 ノ規定ニ依ル工事エ在リテ

ハ営該工事ヲ施行シタル建物ノ所有者ノ

負幣 トシ同法第 5依ノ 3 ノ規定ニ依ル工

事= 在リテハ工事完了 ノ時ニ於ケル嘗該

建物ノ所有者ノ負檎 トス。

防空法施行令第11僚 第 2 項ノ費用ハ蛍該

工事ヲ施行シタ J レ街廓内= 在ル第 211隊第

2 抗該常スル各建物ノ所有者ノ負揖 ト

ス。

工事中 l乞改修建物の所有者が鑓更せるときの工

事費の負幣者を 定めたのが木俊で防& : 法第 5 僚

の 2 による工事では獲更を生じたときに工事費

を決済し同法第 5 僚の 3 によるものは最後の者ー

に負婚せしむる規定であります。

第 ＱＱｾ 康防益 法第 Ｕ 僚 Ｏ 2 ノ規定ニ依リ防火改修

ヲ命ゼラレグル建物ノ所有者ハ地方長官

ノ定 ムJ レ期間内ニ其 ノ設計ニ付地方長官

ノ認可ヲ受クベシ

前項ノ 認可申請ハ営該建物所在市 町村 ノ

市町村長ヲ 経 由スベシ。

改修を命せ' られたる者は巾諸手続を嬰すると と

陀なりました。

第 12俊 市 町 村 長 防 空 法 第 5 僚ノ 3 ノ規定ニ依リ

防火改修工事ヲ施行スルトキハ其ノ設計

x  1 0  

ニ付地方長官 ノ認可ヲ受クベシ。

市町村長が代行するときも 申請を要します。

第 13fl 条 前 2 依ノ防火改修工事竣工シタル トキ叉

ハ地方長官ノ特ニ指定シタル工程= 逮シ

グル トキハ地方長官ニ届出ヅベシ前項ノ

届tUハ首該建物ノ所在市 I[IT村ノ市町村 長

ヲ経由スベシ。

竣功したるときは其旨届出ねばなりません。

第 14fl 阪 地 方 長 官土地ノ j伏況叉ハ建物ノ用途ニ依

リ必嬰アリト認ムルトキハ内務大臣ノ認

可ヲ受ヶ第 3 依乃至第 5 11康及 第 7 fl氏ノ規

定ニ拘ラズ命令ヲ以テ別段ノ 定ヲ鵡スコ

トヲ得。

土地の}I 犬況又は用途によ り幾分緩和し得る塗 を

閥ひて あります。

第 15保 町村組合ニシテ町村ノ事務ノ :全部叉ハ 役

ｩ ｾｾ 事務ヲ共同庭理スノレモノハ ン ｴ［ＮＺ令ノ適用

ニ付テハ之ヲー町村、其・ノ組合管理者ハ

之ヲ l町村長 ト看倣ス。

町村制ヲ施行セサ' ル地ニ於テハヌt ; . : 令中町

村ニ闘スル 規 定ノ ｾｭ ｔ 村 ］準ズベキモ ノ ］

町村長ニ閥スル規定ハ| 町村長ニ準スベキ

者1 之ヲ適用ス。

11f T 村長に あらざる も其の職務陀より町村長と認

定し又は準用し得る規定であります。

向附則 により水防火改修規則は昭和 17年 4 月 1 日

より施行されて居ります。

( 筆者は大阪府 建 築事長技師)



木 造 建 物 の 防 火 構

と泊ユ

エE

我閣の都市は位界に額例の友い木浩建物の大集

図上t I ! . である。従って lit 界火災史 l乞抜群の優位を占

めて居るが 、火災i' C 弱い事は即ち空襲陀弱い事で

ある。焼夷弾による火災の多護性、そして更に建

物の構造上抜大性のある事は誠に憂慮すべき事で

ある。我々は数年来防空演習で消火訓練を重ね自

街防空 ｖｃＮ 隣組消防 陀 、 消火総具 、 ｾＺｾ材 Ｎ 施設の

整備に蔦全を期して居る次第で草うるが、よ4 り根本

的には燃える建物を造って消防波脅陀努力を拶 ｲ，ｾＮ

よ り先づ燃え ない家、 砂くと も燃え難い建物を造

れ 不 燃 性 都市 を造る事が 先決問題である。我々

建築家はとの都市改造の責任者としてその封策l乞

一府の研鑓と努力 を傾けなければならない。

防ｾ都 市 に改造 Ｎそ れは全 市 の建物を銀筋 コ ン

ク リート士宮其の他の耐火構造陀改築すればよ い事

は言ふまでも友いが 、現在陀於てはーのさ芸論に過

ぎない、机 ビ奈 l乞過ぎない。戦時下ながら躍進一

主主の我闘の現il 犬は 、生産力機充l亡、或は住宅問題

に建築の需要は少しも l'}J I:してゐ友い。我々は現

質的友 、貫践的主主計霊を立て友ければなら友 い。

都市の建築も木造l亡頼らなければ主主らない現献で

ある限れ如何にしてその木造建物に不燃性を興

へ るか. 今後建築ナる場合如何なる構造法による

べきか、叉既存の木造家屋を如何に庭現して防火

的と友すべきか. 今後の考研fi' ζ 待つととろ多い次

第ではあるが、差常って その指針を示せるものと

しては前者に防空建築規則 、後者陀防火改修規則

がある のである。従って木稿 も ｾｪｪｾ 建築規 則 の中

木題陀闘する事項について述べさせていたどくと

とにする。

日 ［ｽｪｾ 建築規則は建築的立 場からの 空襲封策を規

定したもので、人命D 防護、重要縮設の防護、燈

火管命1) . 傷装等に闘 す る事項をも含んでゐるが中

でも木造建物の防火構造が重要事項である事は勿

論である。 凡そ建物の防空遣す策とは焼夷 弾、爆

岡 回 建 1扇

弾、毒瓦Wi I ' L 因る被害を局限すると 言ふ事であ り

その原則的封策は建物の疎開でなければなら註ぃ

即ち建物の疎開は爆弾、焼夷弾の命中 a容を減じ 、

火災の抜大を防JI 二し、爆風座を減じ 、議瓦斯の飛

散を容易及らしめると共陀平時陀於ても衛生上、

保安上有効主主事は言ふまで もないととである。然

しながら大都市 では疎開はなかなか間J維な事情が

多い。従って之に代る方法として建物の外周を防

火的構造として延焼防止を計 れ 援 燃 焼 都 市 の 構

築を 期 さね怠ければならな い 。日 Ｇｊ ｪｾ 建築規則第 Ｔ

1康乃至第 8 僚はとの趣旨によって規定せられ. 之

が防火改修の新規則陀も友ってゐるのである。

一般木造物の防火構造

A 施 工 範 囲

木造建物の延焼防止には全外周 を防火的 とな

すべきであるが、最も延焼し易い部分即ち隣家

に近い部分を防火的に施工す るだけで も時目的

は達せられる。貫際の火災陀際しては建物の

動 民 構 造 、 隣 接 家屋の位置、風速、風向 . i然

皮等により一概 には申されぬけれども 、軟風下

に於て普通規雄の住宅、街底等の相互間の距 離

平家主主らぼ 6 米以上. 2 階家主主らぽ10米以上あ

れば 4 分板下見張 りの外壁構造でも殆ど延焼 の

民が友い と推定されるので、隣地境界総叉は道

路の中心，棋からの距離が次の僚主主範囲内VCa>る

部分を防火構造とす るととに 規定してゐる。

イ. 地盤面上高 4 米未満( 大悟平家叉は下階〕

の部分 は 3 米以内

口、地盤面上高 4 米以上( 大韓 2 階以上) の

部分 は 5 米以内

上記の外皐校. 工場、病院等の僚に同一敷地

内陀幾棟かの木造建物があり 、、その建築面積の

合計が 600平方米以上重うる場合は、相面する各

線外壁間の中心棋を隣地境界棋と看倣して前記

1  1  x  



の規定を適用しそれよ り夫々 3 米叉は 5 米の範

' 圏内にある建物の 部分は防火椛迭とし主主けれ

ば友ら友い。然しとの場合第 1 圏第 2 園の諸例

lと刀ミナ様に之等の中心線の何れか 、叉は何れか

の組合せによって建物の合計建築面積を 600平

方米以内毎に分け 、その中心主} 誌についてのみ 、

隣地境界線と看倣して差支へない として取扱っ

て居る。

t !Jl ')  
( 1 - )  

{ 丙〉

巴コ亡コにコ
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金」上 i吟 地 境 界線ト新技引 '1 をノ

事 1  図

向 との範囲に闘する特別主主場合の取扱二苧 を例

示してみると

イ. 敷地境界棋の 曲折ナる場合
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しなければ、友ら え主い。さうで主主いと市街地建

築物法施行規則第29僚の防火壁の問題が生 じ

て来る。

ホ、建築面積 200坪以上あって市街地建築物法

施行規則第29僚の防火壁のある場合

ノ¥相商ナる壁面王子行主主らざる場合

防 火 曜-

ィ
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図

防火壁で直重さ れた各部を 別棟と看倣して

防火壁の中心線を以て建物外壁聞の中心棋と

看{設す。

防 火 構 造

前述の範圏内に在る タト壁v 軒、庇或は窓、出

入口 の構造陀 ついては夫 々女の遁り規定せられ

て居るが. 何れも隣地陀 近い程騒な構造と主主さ

ねば、ならぬ事は嘗然であ る。

外壁、軒、庇等の防火構造

Ｑ ｜ 日 ｉ ｾ Ｇ 軒 ・ ー 軒蛇腹 、 ｪ 克又は出格子 Ｎ肘 樹 、

戸袋兵 {也建物の突出部は準耐火構造とするか

次表の ものを以て構成或は被覆しなければ友

7  '穿

1  

B  

タ十厄ｾ面 ｪ 両 Ｇ Ｒ ｾ手令線

ヘ 二 棟の建物聞に渡廊下のある場合

渡廊下の有無に聞係なく 二棟のタト壁間の中

心棋を隣地境界棋 と看倣す とと陀 してゐる。

但しとの場合の波廊下は別椋構造としJ3..2f家

建吹抜 きの取段ち容易で、延焼力の少い構造と

け 火 構 11方色 工古市 令

図

d==3 嵐 又 .. 5;民

5  第

主玄主主思

らな い。

隣〉地 境ヨ界線〔叉ハ道路ノ 中 心I

総 リ7.k
Z
昏距雌 2米 未 満 ノ

同左水平距 離 2米 以上 ノ

トキ

トキ

シテ塗
].)，[. 2糎以上ノモノ 銭 絢モノレタノレ 、漆 喰 等

|塗ル土モニノ シア裂蛾 ヲ 施シタ I塗 土

耐 火木材ニシア j享 l 糎 以 上 |

ノモ I ( 但シ出格子 、肘 掛 ・ ー

ハ戸袋 、 ｊ ｾ ノ他建物ノ 突出 部耐 火木材ニシア厚 ｬ 糎以
ニシテ且隣地ノレ境場合界線 ョ リ50 上ノモノ

糎 以 上陶タ ニ限ル〉

石 綿毛皮叉ハ金 属板ニシテ

ー木 競 ト ハ 厚 l 糠以上ノ i耐

火木材又ハ熱ノ不良道鰻

ノ座ヲ用ヒ テ隔離セノレモ

ノ

1 3  x  

表第

外馬主問中 ｉＮＮＺ［Ｇ ｾ 集

i'.t 刈 禽主主包工きNト

図

4 dT d  

:IC 口

I  i稜 i

ー- ，

d =.3 糸 又 " 5 糸

6  事



|… … 汁… … J
ホ 張 瓦 等 ニ シ テ 厚 1.5糎以上板張瓦倖ニシテ! 写 l 糎 以

ノモノ 上ノモノ

木毛「セメント」厚漆合板喰計アノ上ニ 木毛「セメソト J 板 ノ 上

へ「モルタノレ」又ノ、 主主 リ

タル モノニシ テ 2. 5 
ニ「モノレタ 」又ハ漆喰ア

糠以上ノモノ

皇室 リタノレモ/

其ノ 他地 方 長 官前 各披 ニ 準

ズト認ムノレモノ 同 左

1. rセメ y トモルタル」
r . r セメントモルタル貼」

!  上 イ ル 貼 厚

ノ上ニ「タイル」

合 計 2 糎 以 上 ノモノ トセルモノ

_1 12.貼瓦ノ上ニ「モルタル j 2.貼瓦ノ上二「モノレタ

一 塗 ト シ 厚 合 計 2 糎 以 上 ノレ」塗トセ ルモノ

ノモノ 3. rマグネシヤセメソ

3.rマ グ ネ シヤセメント」 トj ニ鋸屑等ヲ? 見ジ

ニ鋸層 等 7 混 ジ 木 摺 下 木 摺下 地 ニ 盆立テ ダ

、 地 ニ 塗 9 立 テ 厚 合 計 2 ノレモノ

糖 以上 ノモノ

術外壁、戸袋、破風、非聴等多く雨雲を受

ける部分に使用ナる耐火木材は甲種耐火木材

で怠ければなら友い。

雨雲を防ぐために前表( ロ) で、造った外壁

( 長屋の妻壁を除く) で軒又は峻羽下端から

1 米以上離れた部分は板其の他の材料で被覆

してもよ い。訴 しその被覆部分K 窓、出入口

がある時はるの周囲は内部からの火災 に弱い

から . そ の窓. 出入口の周囲 1 米以内の被覆

は甲種耐火木材を用びなければ、友らえ主い。

圏 内 面 す 久 木 村 伽

}事，
g  

図

2  窓、出 入口 む防火構造

窓、出入口の防火構造は防火戸 を. gE対j ナる

か次表の材料で作った戸を設け且つ周間部は

外壁の構造と同様にせねばならえEい。

x  1 4  

第 二 表

隣 地 境 界線 f又 ノ、道路ノ中心、I同左水卒距離 2 米以上ノ

線〉ヨ リ水 卒 路 線 2 米未満ノ トキ

トキ

片一~材
|金属 板 又 ハ 石 綿 板

ノ、I! マグネシヤセメン トJ 板Irマグネシヤセメゾ ト板 j

ニシテJ ! l ， 1籾以上ノモノ

ｾｴ ノ 他地方 長官出 ｉ 各競 ニ 準 同 左

ズ ト認 ム ル モ /

ホ ( 木建網 入 … ノ 戸

ニシテ f屋b外l泌 / 木部見 z
戸ユシテ屋外/ 木部

鋳リヲ 絞 二テ被液 見エ主幹リヲ 金 属 板ニ

セノレモノ( 首分ノ内〉 テ被磁セノレモノ |  

3  屋根の防火構造

市街地む屋根は防火上不燃材料で葺くとと

は今史言ふまでもない事である。防安建築規

則では史に瓦支の際は瓦の隙聞から 天の粉が

入って11を火となる事例が多い ので. 野地は土

居塗とするか耐火木材又は不燃材で造らえ主け

ればならな い し、金属板の屋根でも前 挫の隣

境界紘又は道路 の中心から Ｓ 米 Ｈ 又は Ｕｾ と Ｉ

以内の範囲内では野地を矢張り耐火木材か不

燃材料で造らなければならない。

C  防火偽造を軽減叉は菟除し得る場合

以上の規定は防火偽造の方法とその施工すずく

き範囲の保則であるが、土地のI1犬況、建物の規

模 、建物前面の情態、外壁の直接被覆に代る特

殊な防火方法等比依ってその制限を軽減又は兎

除しでも差支へない場合もあり得る。その取扱

については下記遁り規定して居る。

1  床面積 〔地階、原階a : 除いた合計J が敷地

面積の律分以下の空地々医ではその紙況に感

じて通常軽減又は克除してよ い と，曹、ふ。大阪

府に於てはそれに該常する堺都市計壷空地 k

&.: C蔀寺公園附近 ) 内の建物については克除

してゐる。

2  雑合、物置等で濁立した平家建面積 4 平方

米以下の建物は菟除 して居る。

3  公闘 . 瞭: 場、河 、海叉は相常幅員を有ナる

餓道. 軌道破に面す る部分は菟除してゐる。

4  建物の軒高以上の高を有する擁壁、防火壁



口、 ( イ) 陀よって菟除される外壁面が道路

側にあってそ の後退が著しく危い時はくイ)

の長さの規定を更に短くして もよい と考

へられる。即ち外壁面の後退が建築総から

1. 8米未満の時は最小限の 30纏でよ く、後

退が 1. 8米以上の場合でも建築耕、壁面繰

から 突出され る要たきは勿論. 建築鯨から

1. 5 米 の位置までで止めて も差支へ友 い。

f

t

芝

i
.

ー

ｾド
通

( 耐火構造主主物の外壁を含む、但し窓、出入

口陀防火戸のないも のは考慮を要する 〕叉は

雨面を第 1 表左欄の構造とせ る防火堵塀等に

面ナる部分は免除してゐる。

5  防火堵塀と同様な構造の袖壁によ って側面

からの火焔 を遮ぎられた部分 は 1 階では菟除

し、 2 階 3 階の場合は窓の防火構造を 菟除し

其の他の部分 については第ー 1 表右欄の防火構

造と する事 とす。 袖壁の長は下記の遁り 位置

陀よって考慮する事とするが最小限は建物の

軒先迄_ a30糎を下ら友 い事と ナ。

イ‘ 第 1 階陀於ては隣地境界線 ( 又は相面 す

るタト壁聞の 中心線〉からの距肉!E50:{;l 軍未満の

時は 3 米. 50，m以上の時は次式陀よって算

出ナる。
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ノ¥第 2 階、 8 階の有h壁の長さは隣地境界練

からの匝離如何に拘 らすτ最小限の30樋以上

あればよい。

ドレンチヤーのある場合には その有効度K

臆 じて通営軽減 して よい。

7  原則的には木部は 不燃料で被覆せねば、たら

図1 0  1年

x  1 5  

6  

X : 柑l壁の所要の長さ。但 しx > 30恒

y 敷地境界線から袖壁までの距離。

p  : ;袖壁によって遮られた防火構造となナベ

き壁面部分 の長さ o

x  = 3 m- y  - 0. 5m .... ....... .  ( 1)  

x = p - 0.5 m  ，， " …... ... ..... ( 2)  



ぬが. 大材はl一寸焔を被ってもナぐには延焼

せぬので 3 寸 5 分角以上のものは 、長屋の妻

壁以外むととろでは被覆せすまともよい。然し

との場合は散決り又は小舞押へを して壁の乾

燥後柱との聞に隙聞を生じたい稼に心掛けた

いもりである。

占 Ｏ 脅 ｋ ＵＱＱ リ「ｾ

第 1 1 図

大規模木遁建物の防火構造

前越の規定は建物の規模陀開係主主く 敷地を草位

としての防火構造で遣うるが、規模の大きたものが

炎上する時は火力が強く、従って周園への延焼力

も大きく 叉火の粉の飛散 も多いだけ陀飛火による

類焼の要因とも友 払 火炎披大の民るるため一般

木造建物よ りも 更に燃え難い構造とす る必要が る

る。それで、大規模即ち軒高 5 米床面積 f延面積〉

600平方米を超える建物は下記C 遁り外周 をより

防火的構造と するは勿論の とと 、内部も 経燃韓構

造と し君主ければ、主主らない。

1. 外壁、軒、庇、軒蛇腹の類は準耐火構造と

するとと

2. 防九主主要友間壁は錨網 モルタ J レ、塗土、

漆喰叉は耐火木材で、構成するか被額ナるとと

3.  小屋裏、天井裏は桁行12米以内毎ーに銭網モ

J レグル 、塗土、漆喰を裏返し塗叉は雨面塗と

するか、マグネシヤセメン ト板を以て匿聾す

るとと

4.  廊 F も長12米以内毎に天井裏匿霊と同様構

法の霊壁を天井下端又は軒桁下端から SOii"ii以

上垂下して設けるとと

5. 木造( 耐火木材を除くもテックス額を含む 1

天井には防火塗料 を塗布す るとと

6.  前記の問壁、天井裏又は小屋裏医蓋及び霊

壁は放るべく蓮結させるとと

以上の様な構造を要求される事も 火勢防盤上営

然の事ではあるが、何分にも資材綾時代のとと L

x  1 6  

て殊に準耐火構造は規定遁り の施工が む づ か し

い。施工し難い方法を要求しても無理で、ある。何

とかして施工 し得る方法をと考へて次の様友取扱

ひをして居る。

1  準耐火構造のセ メン トモルタルには代用ゼ

メン トを使用 してもよい。

2. 準耐火 構造 の セメン トモルタル厚 1 寸 2 分

塗の代りに木毛セメン ト板にモルタノレ叉は漆

喰を塗り厚合計 4.5j 恕l以上とすれば、よい。

3. 準耐火構造は外壁の外面にセメントモルグ

ノレ 1 寸 2 分 の被覆を要求して居るが、之を内

外南面に塗り分け且被覆材料も代用品を認め

てゐる。即 ち外壁の外部を第一表左欄の構造

とし内部を次の材料で被覆すればよい。

イ、銭網モルタ J レ叉は甲種耐火木材陀 してl卓

2 糎以上のも の

h 漆喰、塗土等で裏返し塗をして j享 4 糎以

上のもの、但し外部をも漆喰叉は塗土 とし

た場合を除く

ハ、第 1 表中「ホ J rへJ r ト」 各左欄のも

の

4  周園 4 ・米以内陀近接建物のない場合. 外壁

の第 1 表左欄の構造とし、窓出入口陀防火戸

又は第 2 表左欄の材料を以て作った戸を設け

てもよいととに して居る。

5. 製 r日、原料及内部施設に可燃性のもの< " t . J .

い工場で¥建物構造が木部は大材を 、共の他

は不燃材料を以て構成した場合は外壁を準耐

構造とせす・とも 、スレート張り等その偉でよ

くE 小屋裏、天井基の防火& . : 霊や霊壁も設け

ヂともよい。

以上の他可燃性の野地や天井の主主い時も 小屋裏

や天井裏の直霊や垂壁の設置を軽減叉は免除し得

る場合もある。

備増築陀よって大規模獲物と友 る場合、例へは、

在来床面 450平方米でるったととろへ 200平方米

l合築した場合、既存部分をも大規殺の防火構造 と

し怠ければなら友い。との場合は前記3. 4.5. の方

法を活用すれば‘ 便利だと思ふ。但し既存部分が本

規定制定 ( 本年 4 月〕前陀認可を得て建築 したも

の友らば、その部分は防火構造花改修するととを

強要しては居ない。



防火E誌で匡設された建物は匡設された部分毎 l乞

別棟と看倣して取扱って居る。

其の他の防火的規定

以上越ぺた規定は野地の防火構造以外は防火改

修に直接関係重うるととでナが、防火改修には直接

関係のないも の主主がら木造建物の防火に闘係重う る

ものと しては次の様な規定がある。

1. 長屋の各戸の界壁は地盤から屋様だ達する

迄土塗叉は金属板 とし防火的直垂をナ る。

2. 長屋は建築面積 150子・方米以内毎K 準 防火

壁を設ける事i ' L 1 : J : . って居る。然しとの施工が

むづかしいのと銭網不足の折柄でもあれー

椀の建築面積 150平方米以下 となす篠勧奨 し

て居る O

3.  木造建物の開口部で隣地境界綿花商し且境

界総か，ら 1 米 ( 屋根金属板の場合は 2 米) 未

満の位置に基うるものは 、開口 む大さを 2 平方

米以下とし 、 2 以上の開口部の間隔 1 米以内

の時はそ の合計商債を 2 卒方米以下とすると

としてゐる。

ヨたに防火構造ではないが前述の防火構造に伴っ

て必然的に起る耐久力の低下、.j;!Jlち制l組構造材の

腐釘防止のため防腐剤の塗布、壁臨内の換気等建

築の際は勿論防火改修の際も 考慮して施工し友け

れば、友らない。

以上防安建築規則中木造建物の防火構造に闘し

て、現在大阪府で取扱って居る方針を基礎として

筆を執りましたが‘ 昨今京阪紳 3 府臓はその取扱

方針を一致させ度と考へられて居る折柄. 記載事

項の一部は今後費更されるかも知れませぬ事を珠

め御了承願っておきまナ。

( 筆者は大阪府建築課技師)
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大阪市の防火改修事業に就て 桐 本 楠 稚

今春防火改修規則の公平日に つれて 内務省、に於て 除闘 を支出したのであ りますが、本年度は一般防

は全閣の防空重要都市 に劃して本格的君主防火改修 火改修補助 として 16年度の繰越 945，000a11 と本年

の促進K 乗出 し、昭和 18年度より 5 ヶ年計霊陀て 度新規事業2，000，000回計2，945，000凶及び私設大規

大規伎な施策を計乗せられつ L ある際、常大阪市 模補助とし16年度繰越 225，000iil l 本年度新規連- 業

に於ても最近特に市民一般の防火改修事業に封す 327，750日 計552，750i凶之陀加ふるに 、公設大規模

る理解と建築界各方 商 よ り の 指 導 鞭 達 と に よ つ の市費負徐の工事16、17用年度合計1，220，000削が

て漸く 軌道に乗 らんと しつ L ある事は吾 々直接と るります。現在の所一般p}j 火改修の方は 16年度事

の事業に闘係せる建築技術者として誠に喜びに耐 業は全部工事陀着手中にて 、17年度分も i品字数は

えない次第で基うります。 設計中で近 k 既定計護全部の組合結成 を完了する

今此鹿に木市の防火改修事業を 、市の負幣する 7象定i乞て、叉一部は目下工事中てあります。術大

補助金の闘係より見る時は 、16年度に 於て、森 之 規模 に就いても現在の所次の表にて示す通り の進

宮、船場 、築地方面等 18の防火改修組合の工事完 沙情況で一般防火改修は赴非共年度 内工事完了 を

成によって、14年15年度分より補助金合計610. 000 百差して努力中でありますO 奨

/  6' 年 度 /  7 年 度

I  1  I  I  
!  1  1  

-岡.

修高監生且

子l ｾ ｯ￦ 同
11 1 問即日間

1  1  1  194 
I  I  I  

Ｘｾ 田岡開 跡

内田 | I  I  
I  i  !  I  

ー血 止 措.. 

11駅 周T

門E J
i  1  !  』

1  :  I  I  

住L
子等

日間

大 払

!  i  i  !  

見時
ド制政

1 1 ;  

技 術
h珠ヨ

商 型

川司月1' 1

1 1 1  

火改 ι  

4事
子ヰ

B55.5( 

丈史

弘orrl. i  I  
;:... 

新奇 l i i  
ヨ

〈と/ 制 四 i  

日 倒 閣 l圃鳳 日 四皿 Lool1問 ｌｾ 臨 間

持申すまでも放しとれ等の市 補助は大阪市木遣 すが、防火改修規則施行細則の公布に呼癒して 、

防 火改修補助規程によって交付されるのでありま 目下規程の一部改E 中友るも 、大胞の骨子は次の

x  1 8  



虫fI くであります。

一 般防 火 改修 ｋ 就いては 、 防 火 改修 規則第｜ＺＩｾ 応

κ より術協 鮮に 一群として工 事を施工す る場合は

原則 として組合を 組織 する とと陀なって 居 り ま

す、 との場合陀 限り防火改修工事 の施行に裂する

費用 の2/3 C但し嬰改修 積面- 1 :f; 'ド営り 8 1ul 以下)

を補 助 し、単調施工の場合は:見( 向上 61111以下〕

の補 助 となって居 りま す。之は木事業の性質上 、

各家屋所有者の自由主義的要求を排除し防 火 目的

達成陀必姿にして且 充分 友る最低限度の材料と 施

工 lζ よって 、早急} c 工事を完成す るを目的とせ る

故であり ます。叉床面積 600 平 方米 、軒高 5 米 を

越える木浩建物、月fr 謂大規 出木遣建物十て就いては

与校、病院、診療所等宇公設的建物は工事費用の

% く但し延 H I 、営り 20凶以下) 、 その他私設建物

は弘 ( 向上15凶以下〉 となって居 ります。 その他

補 助金の前渡 、或は 之に代ふるに 、セメ ン ト等の

工事材 料の支給方法及び防空 法第 5 僚ノ 3 の規程

K 依り 市長に於て代施行する場合の取扱ひ方等陀

闘し 目下鋭意研究中で る ります。向そ の他、組合

助成の意味にて行ふ各種の事務陀就いては府と 緊

密 友 る連絡の下に行はれ つ .1. ｾう る 事を記 ナに止め

その内容は下陀 闘示する通 りであります。最後に

との事業につき 吾 々都市佐設に従事す る建築技術

者と して故も 興味 ある問団のーっと して、工事の

施行方法換言すれば建築物生産過程を場げる とと

が出来 ます。過去に於て、幾 多の先輩が献身的君主

研 究 と努力 を以ってしで も向そ の成果 を穆げ得友

か った所の 、1tl¥市 主主築物の規格化陀よ る大量生産

の方法を 、 その釘栴物に多少の差と そあれ、 との

防 火改修工事陀於ては 、 その設計陀 、 その施工に

大謄 陀市も 大規岐に着 k 宜行されつ L ある事買で

ありま す。前 陀も記した様ーに本事業は本年よ り来

年 、来年より更来年と 、望室年倍加して行く 剖 で、

との宏大なる建築量 を、物資並び に 人的資源の不

足目安ちの折柄、却何に して短時日 に消 化を園る か

而も 戦 争途行の震には jとが非でも守 らねば、主主ら友

い生産工業 都市 を最少限の材 料、手間 とによって

如何陀 して最 大限の防火効果るら しむべきか。と

の事業の本質を 思ひ 、 との事 業の数量に想、ひ を致

す時、臨戦下の 日本建築技術者たる者一致協力 、

直接 陀間接に との事業の推進に協力されるでる ら

う事 を確 〈信歩る次第であり ます。 終 り

L筆者は大阪市役所建築部防火改修課長〕

一般防火改修事業賞施一 覧表

域 ａ レ ｾＮ
刀可

↓  

家 主 調 査

↓  

f且 ぷE』3  
結

成 l

組 合員 調印
組 合 届 出 ↓ 金 融 斡 旋

委 帰 契 約 認 可 申 書者

工 事 契 約 補 助 申 請

補 助 金 支 扮
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防火改修工事の大要に就て

吾ーが日本が、敵米英に劃し、負け目を感歩、るも

のありとすれば、それは我が岡大都市の、封火的

脆弱性である。此の事は幾度か、我が識者によっ

て指摘されたるのみならす 、敵闘が空襲K よるゲ

リラ戦術によって 、容易に 、 日本を屈伏し得べし

と、その士気を鼓舞しつ L ある最大の宣停要素で

ある。

然も 、その空襲の企園は 、吾が陸海航空部隊の

厳然たる存在によって、全く策の施し様も友く 、

徒らに自園民を歎繭 して 、幽霊戦果を麓表するに

過をたにいとは、 まととに閥むべき怪みではある

が、木と 、藁と 、紙で組み立てられ、瓦 1 枚めく

れば、極大なる燃料の堆積である日本木造家屋は 、

如何放る目を以てしでも 、此の昼の脅威を前にし

て、慨歎を禁ぜざるを得ぬ代物であって 、有も 、

近代都市の構成に閥心を有ナるものは、等しく之

が針策に腐心しつ L ある所でるる。

現在に於いて、之が封策として最も簡易陀して

賀行性に富み、且つ貫効を漁期さる L は. 我等が

日夜行ひつ. 1. ( . I うる木造家屋群の防火改修による防

衛手段である。厚さ 2 f ; 仰のラスモルタルの被覆

は、よく近代都市を焼夷弾より諮るに足る甲胃と

なり得る事は幾多の宜験によって誰明され、今や

此の事業は漸 く軌道に乗って明日の日本者1¥市の急:

遣が、夜を自に稽いで行はれてゐる次第である。

木造家屋の防火改修は 、之を規棋の上より sI Jっ

て、一般民家を堂J象とする小規模の ものと 、事校、

病院、工場等床面積 6 百平方米以上軒高五米以上

のものを劃象とする大規模のものとのこつとし、

雨者共その工法は殆んど類似的の ものであ るが、

前者は外部よりの延焼を防止するに主眼を置き 、

隣地境界綿、若しくは道路中心線と嘗該建物の部

分 との距雌によって規定が加 へられ、叉同一敷地

内十て重うる時は、隣接建物 との相封捌係が大いに考

x  2 0  

中 村 放 次 郎

慮されるに封し、後者は 、その燃焼による設熱量

著るしく大tとして、他に累を及ぼす虞充分君主る故

陀、外壁を準耐火構造 となすは勿論、主n何君主る部

分の軒、庇の類も全部改修をなし、他より延焼せ

ざるは勿論、一旦強火せる際も、相常怠る綾燃焼

の性質を呈する虫nく、小屋仕切を設け 、天井 を耐

火的十て す る等、防火改修規則によって詳しく規定

される庭である。

併して 、一般民家の防火改修は . 府及び市が指

導的立場をと って遁首君主る街直を限って一群とな

し、それぞれ防火改修組合を家屋所有者聞に結成

せしめ、嘗該街区内に於て同時に工事を施工せし

め、完成の践には閣及び市 よりその工事費の 3 分

の 2 に相首ナる金額を補助し、 ( 市補助規定の定

むる所により減額を主主ナ事あり〉本事業の促進を

計りつ. I . a > る欣態である。

最近は i主人の認識漸く高まり 、大いに協力的態

度を認め得る場合甚だ多きも 、未だ組 合 結 成 の

際 、組合への加 入に臨時 し、又測量其の他にて設

計者が赴きたる際、その犀敷内 へ の 立 入 り を 担

み、豆長は改修工事前より破損せる事明かなるにか

L はらす言、改修工事施工の結果なり と主張 し、何

等か利得を得んとする等、工事施工の障害とな る

人主主も往々陀あり 、係員は其の都度 、非常放る困

難を克服して 、事業の完途陀遁進してゐる 次第で

ある。

改修に闘する設計の方針は 、大i盟防宰建築規則

を骨子とした防火改修規則陀則って、之を質施し

てゐるが、工事質施の困難、資材の不充分等を脱

み合せて、現況κ 感じて多少之を緩和した方法が

取られてゐる。要する陀厚さ 2 糎以上のラス モル

タル塗、或は之に相常せる防火効力を有ナる もの

として 、防空建築規則に於いて認められたるもの

にて仕上げられたる壁部分と 、網人1 i fi 子・及耐火木



材にて構成されたる開 口部分陀よって 、法規陀規

定されたる範囲をすっぽりと包み上げる直接改修

方法を原則 とし、時としては改修されたる塀、或

は、有il 壁. 塀の糟ぎ足し等の間接的手段陀よって

建物を現J伏の依陀生かして改修する方法が取ら

れ 、之等は現場に於て設計者の臨機府、境の底置に

係る所であるが、11住箪 iモ防火の方にのみ心を奪は

れ 、重姿なる開口部を閉鎖したり 、後りにも高き

堺を構築して 、遁風 、採光等の考慮を忘れ、非街

生的なる住居を出来したり 、少しばかりり心ある

手段陀よって生かし得る 快適正主る景観を 、絵りに

も ｾｩｬｊ 一的なる方法手段によって 、 之を犠牲に供せ

しめる等は 、大いに考慮すべき底である D

此の意味に於て 、居住者の 意 見 を 大 い に 傘 重

し、之を参考とする事が必要でるるが、防火上如

何にしても必要なる底置は 、充分なる指導的打ち

合せの上 、 断じて之を行 ひ 、 防火 改修の巌 ￎｾ ＨＱ なる

使命を果さなければならぬ鹿である。

大Ht慎防火改修十亡闘する有I l Q力額は 、 市 有 の 皐

校、病院等公共的性質を帯びる建物に付いては凶

より延安 ＱＧ ，常り ＱＰｾｊｉ を限度とし 、 工事費 の Ｘ 分 の ｌ

の補 助 が あ れ 私 有 の 夫 れ 等 に 付 いては閣及び市

より延長F・1'; !J 201.lJ lを限度として、工事貨の B 分の

2の補助が ある事K 友 っ て 居 れ 民 間 の工場及び

事 業場等は 、延まr営り 15凶を限度として 、工事授

の 2 分 の l 以内の補助が認められ、重要地直内の

ものより地方長官の指令に基き 、個々別々 では言う

るが、順次に改修工事が着々と lt 施されつ L ある

は誠に頼もしき次第で基うる。

ヨたに改修工事に於て 、一般に取り級はれる建物

の部分を 摘記すれば、

I . 妻 壁

2. 自婁 羽

3. 軒 裏

4. . 側 壁

5. 抽 壁

6. 小 屋 及 間 仕 切

7. 出 入 口

8. 窓

9. 戸

( 天窓、を含む)

袋

10. 庇

I J . 換気孔及汲取口

12. 塀

等の都額であって 、之等の詳細に汽つては 、巻

末陀岡田及びII i 告仕様告の一部を摘げてるるが何れ

も礎材その他の却iから 、将来改良さるべき 鈷 多々

あるべ し さがひ江湖の目を遁じて克11想陀近きもの

が、一日も 平 く出現する事が望まれる次第でる

る。

災に 、質際に 、本改修工事が行はれる際、普通

一般の工事と J武も趣を異十亡するは 、施工建物の内

部陀 、居住者の日々 の営 を包合しながら 、工事を

行ふ著主であって 、施工者ーは居住者陀危険を興へぬ

僚、その従事する仕事の妨害を友さ Y る{弘 足 場

を築く際に於ても 細心の注意を桃ふ必要があり 、

僅かなる感情の制師より 、思 はね工事の支障を来

す事がある。 x 本改修工事白性質上、居住者がi成

金を投じ 、丹誠を能めたる建物や 、庭園等を扱ふ

事甚だ多く 、他か友不注意によって 、之を扱損し

その{ 白'飽を激減せしめ る様主主事がる れ 木 工 事 従

事者の特に心掛くべき結である。又狭い地岐に数

多くの工事 を悶 !i寺に行ふ事よれ資材其の他の整

理不充分なる l時は 、大いなる混筒しを生じ 、工期の

遅延を来たす一方、盗難その他の事故が頻強ナl誌

るれがあり 、闘係者は勿論、請負業者自らも大い

に損害を象る事と友る。 向 、工事施工に連れて住

k 無認可の建物の存在する事があ担 、之2与は1;1"然

撤去さるべき性質のものであるが. 之等の仮借な

き撤去は居住者 との ｉ ｭｾ と徴妙なる関係、 を生じ 、 之

等の成世については 、組々係員の顕を情ます底で

ある O 殊 t亡、I r ) f としては路地の l丸t亡、1地也版主傘孝 を1

世するがk如11 き事aあうり払、事、宗教に闘し、本11 ';.;:;多人

般の人々 の信仰問題に間れる事とて 、慎重主主る取

り扱ひを必妥とされる。

要ナるに 、工事途行に伴ひ、派生的なる続々の

問題が稽起 されるが、その者1¥度、防火改修のl設耐

え主る使命に鑑み、閥係者の的確定Eる判断力と滅私

奉公の精紳によって諸々の難局は解決されなけれ

ばならぬ。

( 主任者は大阪市役 所築建郎防火改修線技術係長〉

2 1  x  
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火改修補助規程同施行細則ヲ充分研究 ノ上大阪市

木造建物防火改修工事現 況調整E浪1) 量並設計園書ー作

製 姿 領 ( 昭和 17月10月改正) ニ示サレタル方針=

依 リ調査測量並設計アナス モノ トス

・種 々の法規につい ては夫キ他の熔賞者より説明が

ある嘗である。調査itl l J 量: 並設計図香作製要領は次

項 以下 に 於て詳述さ れ る。

丸、 火 災保険資料組合 成立脂等設計 ニ必要ナル

資料ハ市= 於テ提示ス

四嘉泉
.、.

1

 

・
J

大阪市防火改修設計者

提 要 と そ の 解 説

防 火改修設計の方法は在来の建築泉の知 らなか

った範 閣であ れ それは 今日以後に開拓設展さる

べき分野で ある。

現在防火改修事業を質施 されてゐる各都市 は夫

々碕自の設計方法を採られてゐるとと L 思ふが此

庭に「大阪市防火改修設計者提要」を載せ、夫れ

に略解説 をカ日へ て参考に資する。

調査測量設計に先立つ て火災保険資料防 火改修組

合成立居等に よって嘗該改修区域の j伏況の 概 念を

得 てお くのである 。

3.  設計用紙ノ寸断臨岡引紙総! テ鉛筆仕上 トス

( 現況園作製 ニハH B 、改修部分ニハ 2 B 程度ヲ

用フルコ ト)

昭和17年10月改E

大阪市 防火改修設計者提要

防火改修工事設計者注意事項

1. 大阪市防火改修工事設計者ハ建築物法防空

法並防火改修規則及 ソレ等 ノ閥係法規並大阪市防

船

場
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第 二 岡 家 屋 別 設 計 闘
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し一

4.  設計岡( 約千分ノ一見取園、二百分ノー配

置闘 、百分ノ一家屋別設計園) ハ青沼尻ー遁提出

市ノ審査ヲ求ム ル コ ト

市ニ於テハ現場照合( 出来得ル限 リ設計者ノ 立

合ア求ム 〉ノ上審査ス

宏度4与

予定

防火改修工事の設計闘 と しては泊常見] 夜間、配置

図 、家屋別設計闘 を作製する。とれ等については

設明に ｦｾ へ て 先ず失々の質例を示すと と与 し よう

防 火 改修の設計は原 ｊ 引 Ａとして は 、 防火改修規則 ｊｉｾ

第 三 岡 防火改修課の 印

防火改修工事

園面番琉
伏 ' 内

第 続

繍 え

'監 替 官 技術係長 審 査 員 変 圃 積 算

Ｎ｡ｾｦｬｉヰ月
百大阪市建築部防火f対民票

音問寺面白

静1 面 図

企 画 国

他締法規に Jl IJ って設計さ れ るもので あるが、具 償

問題 と して貧際 の家屋に蛍れば規則を共催適用し

得る場合事ろ紗 〈、 所調臨機脂製的に規則の聴用

を間 らねばならない場合が多い。 此のE誌に設計技

術の意義が存す るのであ p 、 また審査の必要も生

ずるのである。

6.  設計者ヨリ提出 セル原闘ニハ市ニテ 防火改

修課ノ印ア捺シ閥係者之= 捺印ス

・前備 の西E紅岡家屋別設計闘の右下縁に1壁際 の捺印

が見 られ る。最近改正された l佑火改修課の 印は第

三闘のま日 くでるる。

仇 家屋概要2え明細書ハ市 ニ於テ定メタル綾式

ニヨリ原稿ヲ提示スル モノ トシ、園面 ト照合審査

ノ上訂E 個所アル時ハ訂E シ市係員捺印 ノ上設 計

者= 返却ス

。家屋概要、工事明細書の様式は最近第四闘の如〈

に改正さ れ ることになった。

8.  設計者ハ市ノ :審禿ヲ艇グル家屋概要及明細

ヲj守番シゴL i : 直作製ノ上原稿ト共= 設計完了Jill ヲ添

ヘテ提出スル モノト ス

2 3  x  
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小荷物等ノ置場 トシテ油常ナノレ場所ノ提供)

ヲ依頼ス J レコト

4.  作怨物居住者= 聖母シテハ l庁I惇ヲ旨トシ組合

長同道ノ上調査若手 ノ挨拶 ト屋内調査等 ノ諒

解 ヲ得ル コ ト

5， ( 組合長ヲ遁ジテ) 所有者建物ニ閥シ現j伏

若手、民ノｦｦＺ Ｑ ， ｶｱｩ ナキヤヲ確メ現 ［ｩｾ 鐙 ｦｉｾ ノ 意同ア ｊ レ

; 場合ノ¥本市 ト打合セヲナス コト

大阪市木造建物防火改修工事調査測量

並設計園書作製要領 ( 昭和17年10 月改I E)

現況制強? 並測量要領

・ 防火改修設計は各家屋の現況に ｩ ，ｾ 室 、 家屋現況闘

の上 に直接 に 設計 記 入を係すので先ず家屋現況の

調査証明誌をしてか L る ζ とが必要なのである ι

一般事項

現場調査測量

1. 家屋剖= 従ヒ 家屋呑説 ノイ医呑ヲ順序ョク附

1. 

ス

・火係資料に揚れば使である。

各家屋毎ニ弐 ノ項 目ヲ調査測定スル コト

イ、 一階及二階ー( 三階屋階) ノ外周

口、 隣接建物問 ノ距雌

ハ、 道路巾

ニ、 建築制敷地境界fjil

木、 在来仕上i伏況

2. 

3.  

2 4  

火保資料ニヨリ猿メ 首該改修匿域ノ概念ヲ

得テ置 クコ ト

2. 組合成立届参照 ノ上町曾長住所氏名 、組合

長住所氏名 、幹事住所氏名 各家屋所有者住所

氏名及居住者ノ氏名 ヲ調奄スル コ ト

設計測量ノ進捗ヲ固リ凶満ナル途行ヲ闘yレ

目的 ヲ以テ調査着手 = 先立チI l ly合長〈場合ニ

ヨリテハ省略) 組合長ヲ訪問商談 ノ上調査着

手期日並; =. / [ 国序方法等 = ツキ打合セ諒解ヲ得

ル ト共 = 各種便宜ノ取計方( 聾食場所休憩所

x  



へ 、壁面積算出 = 要ア J レ各部 ノ高サ

ト、勝調 、軒 、庇等ノ出 巾寸法

チ 、窓 、出入口其他| 沼孔部ノ大サ寸法

リ、工事施工上障符 トナノレ判官アルモノ、有無

. 例へば仮設工作物とか柏込など

ヌ，、無願叉ハ無届建築物ノ挺アルモノ、調査

ル、其他特= 必要ナ J レモノ

- 前の諸項目に漏れてゐるもの で も改修工事に関係

あるものは調査の要がるる。例へば物干誌 とか非

常階段など。

3.  銀筋コンクリー ト建 物、市街地建築物法締

行規則ノ定ムル乙種防火地直ニ闘ス J レ規定叉

ハ防昼建築規則J ( 17.3. 27改 i E) ニヨリ建築セ

ラレグル木造建物ハソノ大サ( 平面、立面共〉

ノ概;ii 告ノミノ調夜= テ可

4. 床面積六百平方米軒高 :Ij _ 米ヲ超過スル モノ

アノレ時ハ y ノ由ヲ直= 木市= 届出テ縫物調査

ハ本市ノ指示ヲ待ツテ行フコト

・床面積600卒方米軒高5米を 超過す るものは大槻模

木造建物防火改修規則lに!1.i! v特別の取扱を受ける

からである。

5. 現 況調査ノ原稿記録等ノ、必ズ整理ノ上保存

スJレコト

設計固作製要領

1  一般事項

ι  配置困( 附近見取回ヲ合 ム) 家屋別設計固

( 平面闘 、立面園 、特殊部分詳細闘 J 並ニ家

屋番挽所有者居住者一覧表|幽ヲ作製スル コト

. 稀に特殊部分の詳細闘を描〈要請f生じるこ とがあ

るが 、iifi 常とれは聖子らない。

一覧 表闘は設計図重量の初頁に級って悶面目次 と ｾ

ナため のものである。

2.  家屋別設計園面ノ大サハ全紙ノ四分ノー程

度( 縦四十担盟、横五五糎) トシ輪廓ハ車線ニ

テ紙縁ヨリ 、天地 、右各二極、、左 1m糎ノ間隔

トシ、右下隅ニ縦七糎横十担ノ短形ノ絵白ヲ

設ク J レコト

・右下綱の徐白は防火改修課の印を捺すためのもの

である。

3.  単位ハ「坪J I尺」ヲ 主 トスルゴ ト

4. 改修工事ヲ行フヘキ部分ノ、防火改修魂則ニ

規定 セラ ル 、所ナ ノレモ工事施工上必要アり ト

認、ムル照合ハ本市ノ指示ヲ受ケソノ範囲ヲ 超

ユルコ トヲ 得ノレ モノト ス

・貧例 を示せば 、規貝IJ 上では隣地境界線 t又は選路

市心級〕か ら水卒距離 3 メート ノレ米尚( 高 4 メー

トノレ以上は 5 メー トノレ未満〉が改修の範閣 となる

のであるが、壁面軒裏等の改修の2壁際に' 品・つては

! 設格に 3 メート ノレの 位置に限界線を設 けるととは

安治' な施工 と考へられな い揚合が多い。乙の様な

揚合 は泡笛な見切りに納め得られるまで適宜改修

純間を延長せしめる ととにしてゐる。

5. 左ノ各披ニ該営スル モノ ニシテ防火上支障

ナシ ト認メラ Jレ、場合ハ本市ノ指示ヲ 受ケ改

ィＮ ｾセサルコ トア得 ルモノ ト ス

イ、既存ノ餓鋼モルグル塗仕上、漆喰ノ類

口、石綿板叉ハ金属板ヲ以テ被覆 セラレグ J レ

モノ

ハ、 隣地建物耐火構造叉ハ土離等ニシテ抗火

カ充分 ト見倣サ J レ、時之ニ面スル建物 ノ

部分

・餓綱 モノレ F ノレ塗イ士上、漆喰の類のものは厚; ; 2糎

以上のものは笛然改修を要しないが、 2糎未満の

ものであっ て も場合に よって は免除さ れ るこ とが

ある。

6. 保安上必要アリ ト認メラレル場合本市ノ指

示ヲ受 ケ現J伏ヲ多少慶更ス Jレコトヲ得Jレモノ

トス

・ζ の最も多い例の一つ を翠げれば 、各戸毎に署長官客

地へ の避難用出入口防火戸を開設せしめる方針で

現況にこの施設 なきものは新設せしめるととにし

てゐる。

7.  改修方法ハ本市= 於テ提示 スJ レ基準闘= ヨ

ノレ モノト ス

・防火改修裕治基準は 目下市防火改修練に於て新 ら

し〈研究改正 中である。別頁に掲載の基準闘の 中

盤、峻初、軒袋、庇、制壁、出入口 の諸項 目は新

基準闘を殺へ得たが兵他は奮い標準闘を流用する

の止むを符ーなかった。従って それ等の岡商' ¥" > 改修

呑鋭に未だ充分な統ーが採 P 得 られて ゐないのは

遺憾である。

2 見 取 囲

. ・見取闘の剥製には火保資料を参照すれば使である

1. 縮尺千分ノー程度 トス

2.  本圃ハ次項配置園中遁営ノ場所= 記入スル

2. 5  )C 



コ ト

3， 方位記入

4. 町名 、町境、電車軌道停留所名 、重要施設

物 、其他国標 トナルモ ノ等記入ナシ施工直廓

ハ斜鯨又ハ塗潰シノ方法ニヨリ明示シ置クコ

ト

5 配 置 園

1.  縮尺二百分ノー ( 巴 ムヲ得サル トキハ三百

分ノ ー トナ スモ可)

2.  方位記入

3.  各家屋ノ決定呑説ヲ 11慎序ヨク記入( 一家屋

ガ滋戸ニ分 割サ レ叉ハ撤株ヨリ成ル場合〆、 ィ

口、ハ等記入エ ヨリ匿分 ス)

4. 道路巾ノ 記 入

5.  各建物ノ間隔 ノ記 入

6. 建築色鰭入

'7・ 各 家 屋 十 一階部分ハ一方 向 ノ 斜 線 級〕

ヲ二階部分ハ二方向 ノ斜線 路 鰍 ヲ三階以上

ノ部分ハ三方向線く磯 7 記入ノコ ト

8.  銀筋コ ンク リート 建物、乙種防火地匿= 闘

スル規定 エヨ ル建物 、防空建築規則ニヨル建

物 、土離ハ夫々「銀筋J I 乙建J I 防建」

「土醸」等 ト記 入 ノコト

9. 大規模防火改修 ヲ行フ モ ノ叉ハ組合=加名

セスシテ皐濁改修工事ヲ行フモノアル時ノ、各

々「大規模J I調改」 ト記入スル コト

10. ｾ地其ノ他改修ア菟カル 、 僚件 ト ナルヘキ

モ ノ、存在ハツノ 旨明記ノ コ ト

・改修免除の合条件 となる うt きもの q 定例 としては 空

地の他に河川緑地池沼 等が穆げ られる 。

11. 各家屋毎 ニ改修工事施工個所ヲ左ノ 凡例 =

ヨリ 記 入ノコト

凡例 改修線

新設堺

ム 新設袖壁

0  出入口ー防火戸

・凡例 記入 の要領 は前掲 第一周配置闘にってい参照

され度し。

4  . 屋別設計圃

. 防 火改 修施 工の俗造法は基準闘に規定されてゐ る

とζ ろでるり家屋別設計図に於ては最早相手造法王町

x  2 6  

ｾｮ ち 施 工の「質 ｊ は表現さ れ る要はな くた ｙ 施工

の「拭」のみが表はきれ L ば足 りるのである。

すべて防火改修設計図は i :ほJ 士表は す ために 、

千平守ケ? 手宇? ? 線のみ、 出来る だけ中苧に と

云ふ方針を採っ てゐ る。

I 平 面 園

- 防火改修設計に要す る卒函闘は建物の周|鳴郊の み

しかも翠線仕 上程度のもので・宜ぃ。

1. 縮尺百分ノ ート ス

2. 方位記入

3.  各棟毎外廓寸法記入

4.  一階平面ニ隣接家屋 ノ概況 〔隣接家屋番鋭

間隔) 建築線 ( 前 面道路幅員 6 米未満ノ: 場合

ハ其ノ幅員記入) 其他工事ニ閥係アノレ各: 種周

園J伏況記 入ノコ ト

5.  道路中心線叉ハ敷地境界綿ヨリ一階平面ニ

ハ三米二階平面ニハ五米ノ綿ヲ鎖綿ニテ記入

スJ レコト

6.  天窓、及 ツノ大サ寸法 ノ記 入

・建築図面では天窓は屋根伏闘に梢 くのが通例 であ

るが、防火改修設計に於て は便宜上卒面闘 に天窓

を記入す ると とにして ゐる。

7. 改修施工部分ヲ 太 線ェテ 改修不安部分 トー

目| 僚然判別シ得ノレ様記入ノコト

8.  前項= ヨリ記入シ タル改修施工個所ニハ本

市 エ於テ定 ムJ レ改修要項呑 披、改修形態番目抜

改修材料呑撹ニヨリソノ種目 、形態 、材料、

施工法ヲ明示スル コト

・現在大阪市 に於て使用してゐる改修要項呑続を真

に整型統 ーして最近次 の 如 くに改正され る ζ とに

なる。

壁

峻初

軒袋

庇

要項番披

① 

① 

① 

@  

紺l壁 ①

形態番披

( 軒出型 10 

江 戸 切型 20 

10  

20 

出桁型 30 

10 

一 階裳 20 

|二階以上 30  

遇制i壁 40 



ハ適宜簡文= テ記示スル コト

- 間有の基r: J.; 頁番銃κ 該常しない' ¥" > うな特殊 は 改 修 施

工に tf してはく伊jへば、雨槌取外復啓 とか、足t ¥' ;

工 事 とか毒事〉新 らしく「兵 他⑬ J C云ふ呑彼方f 設

けられるととになったから 、 凡て⑪ の番 鋭を頭記

して古車工内容を術文で要領よ 〈記 入すればよ いじ

10. 其ノ他設計 トシテ営然記入スペキ事項

n

H

v

nけ

v

n

H

V

-

2

-

- 建築立問闘 として翠を示すに 必要にして充分なる

総 は イ、商と 商と交って成す稜線 と 口、異 積

物 質問の 限界線 との二種類の線 だけ であるだらう

防火改修設 計に於ける 立商闘は 、設 を表 すと云ふ

目的にとって意味のない線を出来るだけ省いた簡

潔なものが希まし いのである 。

縮尺百分ノー トス

2.  各部高記入

・特に壁面積量算出のために必要なる各部荷主寸法

は記入されてゐなければならぬ。

d1_t:初出 、軒出ノ寸法記入

窓、出入口其他閥孔部 ノ大サ寸法記入

各部 ノ; 在来 j伏況及仕上記入

・伊j へば「板張 !J J とか 「タイル貼 リJ

等節目寄に。

6. 隣接家屋ノ欣況間隔ヲ明示ノコ ト

7.  前項 〔平面圃ノ ;噴〕第 7 後 第 8 僚 第 9 僚エ

同ジ

立 面 圃E  

20 

30  ゲ

ゲ

上

下

キ

ゲ

引

開

引

開

突

上

1

i

l

i

-

-

、
f

l

i

t

-

-

t

l

I

B

I

-

-

、

@

①

@

@

⑩

⑪

@

 

ヱフ リ

取合 壁

取 合 屋 根

一階床下隅皇室

二階床下隔壁

小屋備盛

出入 口

@  窓

「餓板主主J

1. 

3. 

4. 

5. 

40 

10 

20  

⑪

③

⑬

@

 

⑮

⑬

⑫

@

⑧

 

噌

l

n

J

ι

q

a

A

U守

R

u

n

D

小屋 仕切ハ現、況面積概略固 ヲ作成シ寸法 記

入シ置 クコト

8. 

- 防 火改修規則第七僚に指定さ れで ある 小 昼袋防火

仕 切@ の施工をなす べ き揚合は 、卒商図上 の位涯

に改修太黒占総 を引 くと 共 K 、別 K その現況面積概

略立商闘を作成し商務算 出のための寸法を記入 し

要項呑減 。に適宜施工呑携を書き加へる。

内面改修ハソ ノ旨明記 ノコト

7  

8  

Ｈとれら改修要項呑 ｗ ｊ ｾ 、 形態呑骨ム材 料 帯携は夫

# 防火改修工事淘特の施工方法上約束的に制定さ

れたものであるが、そ の個々についての設明は僚

りに繁雑に渉 るため此! J t f ' Cは略す〕

戸袋

天慾

汲取 口

若草新設

塀総足

;!:Iず他

瓦斯工事

官 気 工 務

電話工 事

件1

材 料 嘗 娘

ラス

木毛セメ y ト板

セメ y ト貼 瓦

木摺ラ ス

餓 抜

耐火木材

? イヤ ーガラス

耐 火塗料

9. 

- 防火改修工 事は建物 の外周に施工すべきを 原則と

するも のである が、建物 周悶の獄況問備によっ て

は内面より改修す るの止む を得ぎる揚合がある。

との時 は「内通j 改 修 j の旨とそ の縮工範闘を明示

してお 〈。

10. 取合壁 、取合屋根ヲ設クル トキ叉袖壁、塀

ヲ敷地境界線上ニ設クルトキハ夫等ノ闘係家

屋番蹴ヲ明示 スル コト

- 改修を要すべき壁面が隣接家屋の壁面 に係 りに近

x  2 7  

以上三額の制定番 放 を遁2主に組合せ るととによっ

てあらゆる改修要領を任:官に示し得られると とに

なる。例へば、① 21は聖書著者を江戸切型にラス下地

モルタノレ塗 K 仕上げるととを示し、 ① 1 2は 1 階表

の祁l壁 を木毛セメ y ト板下地モルタノレ主主仕上に改

修す べ きを示し、⑪ G は戸袋 を耐 火木材のものに

改修すべきを示すと 云った如 〈である。

改修要項番競= 合 マレザノレ特殊施工個所 =
9. 
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防 益 法 施 行 令

防 空 建 築 規 則

防 火 改 修 現 則

大 阪 府 防 火 改 修 施 行細 WJ

大 阪 市 木 造 辿 物 防 火 改 修 工 事 補 助 規 程

同 施 行細 則

1. 

1. 

1. 

工 事 施 工 上 特 ェ 必 要 ト考へラレノレ部分

本 市 ノ 指 示 ス ル 改 修 基 準 = 擁 リ 難 キ 部 分

木 市 ニ 於 テ 特 ニ 指 示 セ ル 部 分

について要求されるととがあるのみである。

1. 

2.  

3. 

1. 

1. 

1. 

測量並設計請負契約書標式

披

l 入 五 i

:  E日 銭 -

:  ｾ託収 Ｚ

。- ⑨ ---'

測

量

並

設

計

請

負

契

約

書

完

了

期

限

昭

和

年 木

造

建

物

防

火

改

修

工

事

測

量

並

設

計

請

負

月

日

限

前

記

測

量

投

設

計

請

負

ハ

シ

メ

ラ

レ

候

一

六

付

左

記

契

約

係

項

準

守

ノ

上

別

紙

防

火

改

修

設

計

者

提

要

ニ

指

示

ノ

遁

測

量

並

設

計
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候
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書

差

出

候

也

年

昭

和
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日

佐
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川

河
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被

委

燭

者

大

阪

市

長

坂

問

棟

治

殿

昨f

第

明 細書 作 製 要 領

. 王事盛明細書の 'tt 際の記載t日j は第五闘の如くであ

る。

工 事 費 明 細 書 ハ 家 屋 帯 祝 別 及 家屋 所 有 者 別

ニ作製ス J レコ ト

・伊j へば長屋の虫日告に 1i{¥て 1棟の家屋が 2 人以上の

所有者に別たれてゐる場合は各所有者毎に明細書

を作製する。

2. 明 細 書 初 欄 ノ 家屋概 要 ノ 誌 項 目 = 就 テ ハ 各

調 奇 ノ 上 記 載 ス ル コ ト

・棟高、軒高、車干出 毒事の欄には笛該家屋中i ' C て寸法

最大なるものを記入する ζ と。

3. ｾｾ湖 、 軒袋 、 庇ノ項ニテハソノ出 巾 寸 法ア

摘 妥 欄 ニ 記 入 ス ル コ ト

4. 窓出入口 天 窓、ノ 項 ニ テ ハ ソ ノ 大 サ ヲ 摘 要 欄

= 記 入

向雨戸防火障子ノ; 場 合 ハ ソ ノ 枚 滋 ヲ 号 記 入 ス

1.  

yレコト

5. 塗 塀 新 設 同 種 足 ノ 項 ニ テ ハ ソ ノ 高 サ ヲ 摘 要

欄 =記 入

6.  内問改修ノ 場 合 ハ ソ ノ 旨 摘要欄 ニ テ 明記 シ

置クコ ト

7.  塀 袖 壁 叉 ハ 取 合 壁 取 合 犀 根 等 ニ シ テ 他 ノ 家

屋 トモ閥係ア J レ工事ノ寸前12E欄 = ソ ノ 工 費 ノ :分

捻 方 法 ヲ 明 記 シ 置 ク コ ト

- 伊lへば「第00鋭家屋 ト工費折半」

家屋ト工費 3 等分J 等の亦1< 。

固 有益E項 = 合 マレザ J レ特殊工事ハ其他欄ニ

テ計上スルコト

.  1同j へば手摺絡子等の撤去又は取付とか目隠し塀ーの

改修 、 仮設工作物の移将等の特殊工事授は凡て ｊｾ

他⑬欄で計上する。

其 他 改 修 工 事 ニ 必 要 ナ ル 事項 ハ 摘益事閥= 記

入ノコト

「 第 ａ 放第 ｂ ｾ 虎

項

右前負ノ訴IJ j j j ; 並設計委帰ニ l刻シ大阪市長ヲ甲 トシ被

委賜者ヲ乙 トシ契約スル僚主買左ノ如シ

1 、乙ノ、 測量並設計ニ際、シ別紙防火改修設計者提要ニ

従 7 モノニ シテ 設計岡 高並附属書類ノ、必ズ契約期

限内ニ提出スヘシ

但シ 天災事鍔ＮｊＺｬｾノ他正賞ノＺ事由ア リト 認メタル ト

キノ、之ヲ延長スノレコ トアル ヘシ

2 、報酬金ノ、大阪府並本市ニ於テ積算シタル工事費ノ

百分ノ三トス

3 、報酬金支扮ノ、第一級第一項ノ 書類提出ノ上本市ノ

イE長約契

8.  

附 防 火 改 修関係 法 規 一覧

1.  防 安法

9.  

x  2 9  



承認後乙ノ請求ニ依 リ支扮フモノ トス

4 、乙本契約ニ違背 シタル トキノ、甲ノ、報酬金 ノ一部蒼

クノ、金i溶支姉ヲ停止シ之ニ依 リ生シタノレ鍋筈ノ、 乙

ヲシテ負強セ シムノレモノ トス

5 、乙川本 設 計並契 約 内容ヲ 他 ニ漏洩ス へカラス

日、 左 ノ各 放 ノーエ 該笛スノレ トキ ノ、本契約解除スノレコ

トヲ待

( 1 ) 己ムヲ得サノレ事由ニヨ リ乙ヨ リ契約解除ヲ

申出テ甲之ヲ承認シタル トキ

( 2 ) 乙ガ本契約二皇室背シタノレ トキ

( 3  ) 甲ニ於テ契約解除ノ必要ヲ館、メタル トキ

前項ノ ;場合ニ於ケノレ報酬金ノ、 甲ノ定ムル所ニ ヨノレ

7 、促出図面及関係書類若手査ノ i結果更生ノ要アル !トキ

乙ノ、甲 ノ指示ニ従ヒ 速 ニ更正ナスモノ トス

B、 甲 ヨリ 健 示セノレ組合結成層 、火保安料、防火改修

設計者提要ノ、設計 完了 ト同時 ニ乙ヨリ 甲ニ返還ナ

スモノ トス

9、乙ノ、 jj!J1f迂並設計二際 シテノ、本市係員ノ指示ユ従 7

x  3 0  

ノ、勿論疑義アル トキノ、充分打合 セ遺漏ナ そ ヲJ釘ス

ルモノ トス

ＱＰ 、 測量 ｴ 並設計書 作 製 ｊｾ ノ他乙ノ［義 務 ニ廊 スノレ行 銭ニ

要スノレ一切 ノ費用ハL ノ負鎗ト ス

11、乙ノ、iJl lJ ，足並ニ現場調査二 際 シテハ組合員並ニ 居住

者 ニ対 シ懇切町略 ニナ スベ シ乙 ノ不注意ニ ヨリ 紛

静ヲ生ジタル揚合ハ 乙ソ ノ資ヲ負フペ シ

12、本契約脊ニ疑義ヲ生ジタル場合叉ハ之ニ依 リ難 キ

場合ニ付テハ本市契約規程ニヨルモノ トス

以上で大阪市防火改修設計者提要とそ の解 説 と

を終るが 、防火改修設計法なるものは将来陀於て

更に合理的な方法へと強展的改正を期せらるべき

ものであり 、との意味に於 て庚く 斯界の技術者よ

り御批判御数示を 仰 ぐととを得ば幸甚と考へるの

である。

( 簸者は大阪市技 師建築部防火改修課 )



大

防 火 改

阪

修

市

基 準 園

防 火改修事業民IJ始以来約三ヶ年間の経験により 、現在大阪市で は斯の旅 な謀準闘 を採用するまで ，こ到澄 し得

てゐ る。 ζ の; J J ; l ' 格闘の 、更に 一 層合理的な方法への考 究、改正が将来に於て J切せらるべきは 論を 侠たない滋で

ある。別在大阪市 は 新 らしく 基準闘の改正に着手中であり、本図集にも 、壁、娘司君 、i科二袋 、庇、紺l壁、出入口

の項目だけは新法準を猿へ得たが、 それ以外の務項は省略か又は '(11基準闘を流用ずるの止む を得なかっ た。

本凶集に未だ不統不 絡の鰍の見られるのは との ためである。

術 基準聞は そ の 名 の如 く施工 方法の基準を示すものであっ て、如何なる 羽ｾーに於 ても常に 恭 Ｔ 皇 闘 湿 りの猫工

が可能である とは1浪 らない 。'ft 際の施工に蛍つてはその大綱は JL滋闘に機るも、納部に渉つては現場キ々に膝

じて の適宜な改革華が講 じられなければならな いのである。

壁

壁面改修なる項目は量的に見ても防火改修工事の中の大部を占めるものであり、また全ての施工法の基本を

侍 して ゐるものである。

間の" 1m告杉二C:IFrTz 並材の下地の上に

フェ ル ト ラ ス 蚊 ①1  

木 毛 セメ ゾ ト板 1良 ① 2  

セ メ ン ト 姑瓦 張 ① 8  

の工法が最も多 〈用 ひら れる。 乙の上 K モ ル タ J レを重量り( ①1 の場 合は厚さ 2cm 以上、①2 ① 3 の場合は厚

苫 1 c m以上) 沼常刷毛引き仕上げとするのである。 何資材 の関係で漆喰主主工法が採 られる こ ともある。

①|  

3 1  x  



①2  

① 3  

x  3 2  



自婁 勿

峻毒事は防火上最も重要な部分であり 、 般裕な抱工が要求される ので ある 。 峻 初瓦 の 現 況 が 不 盤 で 施 工後 の絞陥 がZ章

第されるやうなも のは、 先づ峻勿瓦の居住ひ を正し補修を力日へ てか L らなけ ればならぬ c

壊著者改修を その形態に よっ て 粁出型 ① t O と江 戸切型 ①2 0 とに分ける。 凶の ① ＱＲ ① ｴ Ｇ は軒向 型を示 し、下図① ｕ ①ｾｾ

は江戸切型を示ナ。

① 14 

有 ｩｌｊ ｌｑ ｊ 島 ｡ ・ ｾ Ｍ

① 1-'  I肝出重量木摺打ラ ス張工法

屋根 勾配 に垂直なる中間受木の間隔は約

1尺 5 す 、

木摺明量約 2 分

① !! 4.， 江 戸 切 型 木 摺 打 ラス* 工法

① 1.  !!tf 出型 木毛セメ ン ト板張工法

中間受 木は木毛 セメ ソ ト板の繕手良に来

ること。木毛セメソ ト; 振に 打 付 け る 釘 の

間隔は約 5 寸 を標準とす.

① ロ 江 戸 切 型 木 毛 セメ γ ト板 張 工 法

唆 ヨヨ瓦の現況の都 合によっては 、闘の如〈 突き 付け 盤上と せ ず、 事事漆喰 に主主 り巻 い ても 益支へ ない。

3 3  x  



軒 裏

現況により、施工上車H置其他の一時取外 を要する 場 合もあり、又雄先の切り縮めを要ナる場合 も主主ずる .

軒裏 の形態か ら i 勾配型①1 0 ｩｩ 箱型③ ｾｏ iii 出桁 裂 ①3 0の三種に分つ .

① 22 

① 2 2  箱型木毛 セメ ゾ ト板 張 工 法

受木主持、 杉 二 等品:ilt.材 l寸-8分 xl 寸2分

各 木 賞 り 大 釘 打 ち

木毛セ メy ト板継 手 は 受木良κ 来るとと

モルタノレ主主厚 1c m 

① 1 4勾 Ili E型 木摺打ラス5 J 工法

木 摺明 書約 2 分

モルタル重 厚 2 c m

① 34  

① H  出桁型木摺打ラ ス張 工法

出桁の線 分は大材 (3.5寸角以上) と見

倣されるからi i J i 常露出のま L で差支へな

4μ 何

品
川

M

ヲ

9

・

怠

る

を

あ

料

が

塗

要

火

必

耐

る

ぽ

じ

れ

講

あ

を

で

工

材

擁

小

火

し

防

い

若

の

新二塁匹泌工による重量の槍加のため、 在来極の支持カ弱い場合は施工後 府垂れを起す 乙とがある。 とのやうな惚れの

ある場合は先づ補強の方法 を講じて か L らねばならぬ。

x  3 4  
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①81l 

¥f ｾＧ Ｚ ｾ 一一 ｟ｊＮＮｽＮ 、 ｾＮＮｧＱＧｬＺＮ ｦ ＱＩＨＩ

1I 尽き三£手当金

什て二二一

寸 |

ｊ ニ ｕ Ｇ ＮＮＮｾ Ｇ ｾ ｾ ｌ ＧｊＮＮ ム

庇

耐 火i塗料塗布に先立っ て下地 凶をよ〈 清拓lーして迂かねばな らぬ。使 用主主料は 内務 省告示

第78慌に合後したるもの と定められてゐる 。

袖 壁

袖Eまはその所在位訟により 形態を異に し、

一階表徴墜 ① 1 0  

一階裏祁i皇室 ① 川

二階以上納廷 ① 3 0  

湿 しWI 墜 ① 4 0  

の四溜別があ る。次頁の基砂闘は との中フ ェル ト・ ラス張工法・のみの ものを示 してゐ る。

① 1 1  一階表ラス張工法

一階表の祁l壁の形は 、その高さ 2.5m (8尺25) 以下の部分 は建築線 よ り1.00尺後退、高さ 2. 5mの紡より 3寸 勾酉Eで

軒先 のま車 まで突出する 。軒先 より 垂直下 P は納墜の防 火的使命か ら少 〈も 8 寸以上は要求を られる。

① 2 1  一階察ラ ス援工 法

建吻裏側に位置 する 袖Eまは軒先か ら民直に下 U てよ も、。

① 31  二階以上柑1墜

袖盗下端と下階屋根商との聞が隙いてゐ るのは防火的には多少不利であるが、

要と せ られるも ので之、る。

① U 遁 紬 墜

水気を 吸上げるととを防ぐために必

8  

地盤面か ら二倍以上の屋根までー憾に湿った袖壁である。 図示の 如 くに胴繋ぎを入れると と。

① 1 1① 2 1① 11共 に、煉1'L 三 段積 t並俊二等品〉 の基礎を要する。

3 5  x  



①11 ① 21 ① 41  

Ｑ ， ｾ＠
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出 入 ロ

出入口には 防火戸を 設 けるとと与なるがその形 式 により 、 i 引き 戸⑫ 1 0 ii 開き戸@ 2 0の二軍事に分 たる 。

@ 1 7 はワイ ヤ ーガラ ス耐火木材製膝i'J j引き戸 を示 す。 との 防火戸の特長 としては、 開閉の操作に岱っ て前砲に 空 間

をｾ Ｈ を要 しないととと内側へも光 線を 透過し 得 ること与が 場げ られるであらう。

とれ を壁画の外側に 設 けるには 新 ら し〈 附土濯 、ート 筋、方立 、 戸賞り停を 凡て杉一等品小節耐火木材にて限付け

ること与な る。

⑫ 17 

d ι l盆

，ＮＮ ＮＱＮ］ＴＮＮＮｾ金 止血

/  

斗一二4 三年
ミ子" " ' - 一品.J>. . . lZ_;>ム ー

父 、 五L ふ M ムムー ， ｾー よ 雀 ｊＮＱｌｌ ・

白線

次頁の聞 は凡て 防火聞き戸 を示す。⑫u ⑫ . . ，のモル タル塗防火戸は防火効果の最もブミ なるも ので 、 裏Z草地へ の出入

のため堺 に設ける出 入 口は通常とれ を用』、る 。

@ 21防火戸の見込厚 を可及的に薄〈その] J t! ! を可及的に減ずる目的で、 タト商側 を木毛セメ ゾ ト板モル タJ レ I C m訟と し、

内面倒をラス ・モルタル I c m主主とし たもので あ る。

⑫ 2 2 内外雨商共木毛セメ γ ト板下地 モルタ ノレ I c m塗 の工法 であ る。

この府方共J憶は露出で あ るか ら移一等品無節耐火木材 を用ひ、 ペンキ二回塗仕上とする 。 モル タル塗防 火戸は1ri ::IJ:t

が大となるから 燦呑 は 5 吋二板釣を 標準とす るが、戸 巾 2 尺以上の時は三枚釣 とす る。

⑫ Ｒｇ 耐久 木 材一式ヱ 法 、凡て 杉 一 等 品無節 耐 火 木 材、ｾＺＯキ二回 塗 仕上 、 蝶番 Ｔ 吋二枚 豹。

3 7  x  
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定」

窓は操作形式より i 引き窓⑬ 1 0 ii 開き窓⑬ 2 0 ｩｩｩ 上げ下げ窓 ③ ｾ ｉ ｏ i v 突き上げ窓⑮ 1 0 1' 1: 分類す る。

前頁には耐火木材 製の雨戸⑮1.: C 戸袋@ 2 ( 下園) @ O  ( 上岡〕が示されてゐるが、 f苛ζ の他に現況の建具 をワイヤ

ーガラス、 耐 火木材 権の建具 と取り換へる工法⑬マが採られる場合が多い。

ヌド頁の上聞はヲス ・モル タル塗突上げ慾@ <i 1 と、耐火木材突上げ窓⑬4 0 とを表したものである。

天

屋根商にある天窓も 防空建築規貝IJ 第四僚に

核嘗するもの はワイ ヤーガラ ス耐火木材 製

のものに改修 しなければならな い。

実 4 0

窓

人 刊 耕 三 哨

チ主主賓型 ｾＮＱｖ IIレ体苧;- ，+干

耐' J ; . 木枯司t J o

外者ｾｩｉＡ｜樹パバ司 ｅ ‘ィ五 ｨ Ｍ



塀

塀⑪の 工法の大要は壁①に準ずるのである。その 中此居まには木毛セ メy ト板工法@ 立の倒のみを代表として掲げる c

及品

堤 汁

Lt， ｾ＠

Ｑｾι＠
ｉ ｾ＠

基礎は聞の如き煉瓦積か或は コゾ タ リー ト打基礎であって もよ い。堺の延長が大なる均合は、補強上適宜の間隔に控牲

を設ける。

向こ の他に堺を綴足す場合⑬ がm々 生 じるが 、こ れについての基準罰 を調 怒 F るのt乏を得なかった。

4 1 者



神戸市の防火改修に就て

榊戸市 i乞於ては繁迫せる 時局に到底して、去る

5月職制が改E され、元時局部は防衛局陀昇格し

その下に防火改修課外三課を置かれた。現在の防

火改修課の陣容は . 謀長、技師の他庶務係. 組合

結成係. 技術係の三係を置き 、技術係の内一般改

修係は主任投手以下 2 名、大規模 〔民有建物) 改

修係主任投手以下 2 名である。而して大規模改修

の内市有建物は財務局建築課に於て、設計監替の

簡に首ってゐる 。現在防火改修課の陣容は 、上記

の如く少人数であるが. 近く 技術者並に書記数名

づ L の l曾員を見る筈である 。

さて、都市の防火改修匿域は 、その都市の地形

河川. 運河. 道 路、鍛造¥ 線地等防火線或は防火

地格的施設の存在j氏態と 、重要建物の配置等を慎

重に考廠した上で決定せ らるべきで、あるが、榊戸

市の直域は 、東西に細長さ地形 を有する闘係上、

自然南北に横断する数依の地直を以て麹j し、 との

地区と河川、銀道高架綿、民幅道路等を劃酌して

能ふる限り 火災の延焼 を防止し得る様計霊 し、叉

別個に重要諸施設 、建造物の周湿の改修強化を重

視して、雨者相侯って着々工事の進捗を見つ L 重う

るのである 。

木事業の第一着事とも云ふぺをは 、建物所有者

をして、防火改修組合を結成せしむ るととで②る

が、本事ー業を始め し首初は 、頑迷にして組合に加

入す るを欲せ宮る者、即ち自己所有の建物の改修

を思避する者、或は組合加入後建物を他に碑賀す

るもの等 i bT 、兎角組合結成は齢怖、停頓し勝ち

でるった、 との組合結成の遜述、雑易は各市々民

の気風陀も関係があると思はれ る。J ¥! . nち利i戸市 は

維新以来の新興都市で、るって、他国人の集園? とる

閥係も あり 、所謂出穣気質無き陀しもあら す京、之

を大阪市民の財力賀行力、 京都市民の停統的友従

順さ 、東京市民の分り の よさ等とれら各市民の寄託

4 2  

告 野 新
:.1.‘ 
，ロ

質 K 徴 し、利1戸市 に於ける組合結成は相官難事ー及

'るを領き得らるるとと L 思ふのである。乍併、最

近 は招集11:: J n f ; じ参集せし建物所有者を以て、組合

を結成せしめ、不参者陀劃しては後日組合陀加 入

せしむ るとと L し、カ日ふるに結成指導の簡に営る

課員の熱意は 、殊陀 4 月18日の敵機来製の反響も

あり 、諸積の困難を克服 して、著 しく結成が促進

されつ L ある。 E つ近 く鯨知事より防火改修命令

設令の院には 、組合結成は- J l f - 順調に進捗するも

のと考へられる。

組合の結成が終ると設計者を撰定する段取とた

る、榊戸市は主として兵庫鯨防火改修設計組合陀

設計 を委託せ しめ. との組合は市の指導のもとに

設計陀従事 してゐる。 向 との設計組合は工事監理

の委託を受け . 監督者は毎日 一回以上現場に出頭

して. セメント支出等各般の工事監理に従事し、

工事監替上の一切の責任を以て、之に首つてゐる

ので、ある。されは、市の監督は全く補助金交付の立

場よ り之に首るのみに外ならすヘ との監理委託の

制度は 、市 l乞於ける技術員の不足が或る程度初iは

れる結果と友った。

設計監理料は 、その難易に不拘、設計珠算額の

5 %とし、施工 は市内建築業者 中 よ れ 優 秀、通

常なる者ー を拠定し7て、之に請負はしあ、請負契約

は指名又は随意英約十亡依る。

設計 Ｑ ＱＺＺ首つては 、 Ｍｾ 詰 ー と し て 、 その外周部を改

修する最大限度む翠位を 「防直」と 名づけ 、との

建i耳ーは 150 平方米即ち約45坪防直借りを採用 し、他

市 11: : 見る如氏 、棟lfit 改修制 を採用しない。要は工

事資を節し 、施工 を迅速にし、限度るる強' f f - 内に於

て可及的康範囲陀改修施工せしめんとナる意闘に

外なら ぬ。叉改修費の基礎たる要改修面積坪賞12

聞に就ても、主事費は地区に依り首然差異あるべ

く、 場末の地1 ! ! H亡是うりでは 12固を以て施工可能た



りとするも 、寸i の中心地 匿にありでは 到底不可能

で るる 。 ｾｮ ち前者 は王 子 家 多く 且つ 防 匿の 境界も庚

〆く、建物亦比較的新 しく軒並整然 たるもの多きに

反し 、後者は二階建多く 、防匝境界密接 、間隙た

きもの す らあ り 、 道 路も或ひは 、 屈 曲 或ひは ｹｾ 陸

陀して 、家屋亦新奮雑然たる有様であるから 、剖

ｾ ＱＲ 悶 制 陀依るととなく 、 問者ヱ ｦＭ 均して ＱＲ 却 ｾ ｮ ち

平均制 を採用 してゐる。叉設計去問者闘築、共通仕

様書、附披の統一、車債の統一等近 〈賢現の運び

にある 。之ら完成の際化於ては設計の完成を 一月号

早め得 るとと L 信歩、る。

使用物資は 内務省、防火改修事業賀施要領に撮 る

遣 も'友 く、銀材、 セメン ト等重要軍需物資は 、な

るべ く代用品を活用 して、之が使用を釘j し、共: の

間慣格に於て 、強度陀於て 、耐 久力 「ζ 於である程

度の犠牲を忍んで、も 、 ｾｾｾ完途の舟め設 計 者も 、

施工者も ー固と友り車公すべきものと信じ 、ポー

トラ ン ド、 セメ ント I' C イてふるだ マグネ シヤセメン

ト或は漆喰を以てし 、銀桐ラスに代ふとに竹ラス

を、耐 火木材に塗控室すべき油性ぺ イン ト[て代ふる

K マグネシ ヤ系耐火塗料を用ふ等代用品の活用に

も力を 致 しつ L ある次第である。

工事費の組合員負街額決定方法( 防空法施 行令

第十一俊郵二項ノ規定 ニ依} l - - 費用 ノ負檎 ノ基準 、

は次の通りであって 、一防直内に建物所有者二名

以上 ある場合等は その算 出は鞘複雑で、あるが 、負

惜の趨切公平を期してゐるのであ- 3 。即ち瓶ね

イ 各防直ニ嵐スノレ工事費ハ其 ノ防医= 於テ

負燐ス

ロ i坊直共通ノ工事( 例 ヘパ共通ノ防火堺工

事費等 ) ハ陶係防直間 正等分ス

ハ 何郎全髄= 共遁ノ工事費( 例 へパ設計監

理料、仮設工事費等〉ハ各! 坊匡ニ嵐スル

工事費ニ比例シデ各防亙= 持分ス

防直内 ノ建物ニシテ所有者ヲ異= スル場

合ハソノ防匝負t役割ノ二分 ノーヲ各所有

者 ノ建物ニ妥セシ工費ニ比例 シテ妓分シ

残 リノ二分 ノーア各所有者ノ建物ノ床面

積ニ比例 シテ按分ス

さて、設計についてはとの程度! て止 め ，次に統

制物資に就て一言しよう 、17 q三度工事用物資より

は、四宇期分毎に 又は各月分毎{ 乞 l照よりの首てが

ひ扶持 により 市へ受入、市 lモ於て購入、 保管し 、

各防火改修 組合より、物資需要申告書 を提出せ し

め市 に於て之を査定し 、物資を 組合に交付するも

の lてして 、との物資 を以て補明金十て代ふると と も

可能 としてゐるのでるる。

さて 、事業の現況を述べる主主らぽ

ー般改修に於て

改修工事完成せる 組合 ( 街廊) は 13 

現在工事中のもの 5  

目下計中φ もの ザ

大規模改修陀於て

改修工事完成せる建物は( 市 省ノ 6  

現在工事中のもの ( 民有) 1  

の11犬態でまう れ 17年度 ( 民有〕大規棟建物の政

修は大工場内建勅並一般倉庫等であって 、既に設

討に着手してゐるものも あ り、その附近に存在す

る大規模建物lて準ヂベき建物も 、一般改修工事と

して 、物資の許ナ他国に於て同時に施工せ しむる

を油営と認め 、之に要する代用物資をも考措 中で

ある。叉一面之ら大合位、大工場内にある木造建

物は 、との際合加: 、ヱ 場自 らが自霊的陀改修する

ととが望ましいのであ り、叉補助金の辞退 あらは、

之を他I 'q 専用施工範囲 k 路大し得るとと fても友る

とと L 思はれる 。

ｾｬ｟ と 大間 榊 戸 市 の 防火 改修切Ｚて 、 そ の 概 要 を

述べた次第である が、工法共ーの他細部 I'C亘る 説明

は後日に譲るととにしたい。 尚耐火木材に塗装 を

施して 、耐火木材の生命、を長か らしめ 、或は袖壁

の幅の決定をよ り合理化する等逐次改良 を加へつ

L あ り、 突上窓、の如きも 将来は使用 を制限する考

へである 。裂するに 17年度末に於て は、17年度計

霊の全部が完成し 、市の防空施設の書iJ 期 的搬充 を

見るととに君主らうと思ふ。

「官民一嘘」或は「官民協力」と 云ふ言葉がある

が 、防火改修事業混との認の適切なるものは多く

あるまい。組合員 、市、 服或は内務首局 、設計者

施工業者並 に材料供給業者友ど 、一回一強とえ主っ

て 、我がl神戸市の防 火改修事業の完成に週進 しつ

L ある女 第 であるの

( 筆者 は市11戸市防衛局防火%d傷害程)

4 3  x  



防 空 法

必ｾ
τ3 

及 防 空 建 築 規 則 抜 翠

防 空 法

防 空 涜、施 行 令

防 空 建 築 規 則

防 火 改 修 規 則

防火改修規 則 施 行 細 則

1. 防
ｾミ ヰニ

. - ，μι 週、

( 昭和 12年4月5日法 律第47競 )  

改正昭和 ＱＶ 年 ＱＱ 月 ＲＵ 日法律第 ＹＱｾ 党 Ｏ

第 1iI保 木 法ニ於テ防塁 ト栴 スルハ職時叉ハ事蟹

= 際シ航空機ノ来襲= 因リ生ズベ キ危害ヲ防止

シ叉ハ之= 因 Jレ被害ヲ紐減スル篤陸海軍 ノ行フ

防衛. : . l ' l . IJ 臆 シ テ 陸 海 軍 以 外 ノ 者 ノ 行 フ 燈 火 管

制 、 慌盤 、 消防 、防火 、 防弾、防 毒 、 避 ｾｦ 、 救

護 及臨念復奮並= 此等ニ闘シ必要ナ Jレ監 視、遁

信及警報ヲ 、防空計霊ト栴ス Jレハ防空ノ質施及

之= 闘シ必要ナル設備叉ハ資材ノ整備=闘スル

計霊ヲ調フ

第 5 依ノ 2 地方長官防宰上必要アル トキハ一定

ノ直域ヲ指定シ其ノ直域内エ於ケル木造建築物

ノ所有者ニ封シ期限ヲ 附シテ其ノ ; 建築物 ノ防火

改修ヲ命ズルコ トヲ 得

前項ノ 木造建築物ノ範囲並ニ防火改修ノ程度及

方法ハ命令ヲ 以テ之ニ 定 ム

第 511阪ノ 3 前{康第 1 項ノ規定ニイ釦レ命令アリグ

J レ場合=於テ期限内ニ 工事完了 セザル トキ若ハ

工事完了ノ 見 込ナシ ト認メラルルトキ叉ハ建築

物ノ所有者ノ申請アりタ ル トキハ地方長官ハ市

町村長ヲシテ建築物ノ所有者，- 代リテ前後ノ防

火改修ノ 工事ヲ施行セシ ムJ レコ トヲ 得

第 11- (1隊 防空ニ闘スル調査ノ鼠必要アル トキハ行

政官廊叉ハ市町村長ハ勅令ノ定ムル所= 依リ関

係者ニ封シ資料ノ提出 デ命ジ叉ハ官吏若ハ吏員

ヲシテ闘係ア J レJ易所= 立入リ検査 ヲ矯サシ ムル

コ トヲ得但シ私人 ノ邸宅並 エ業 務上ノ秘密= 嵐

スJ レ事項及設備ニ付テハ此ノ限= 在ラズ

.lC 

前項ノ規定= 依日立入ル場合= 於テハ其ノ旨強

メ共ノ場所 ノ管理者ニ 通知スベシ

首該官吏叉ハ吏員第 1 項 ノ 規定ニ依リ 閥係アル

4 4  

場所ニ立入ル場合ハ其 ノ詮票 ヲ携帯スベシ

第 15僚( 1 . 2 項 省略〉 第 5 俊ノ 2 叉ハ第 5 僚ノ

3 ノ規定ニ依ル防火改修工事ノ施行= 要スル費

用ハ勅令ノ定ムル所= 依リ建築物ノ所有者4 ノ負

推 トス

( 以下省略〉

第 Ｑ Ｖｾ 条前僚第 Ｓ 項ノ規定］依リ建築物ノ所有者

ノ負捨スル費用= 劃シテハ市町村ハ其ノ 3 分ノ

2 以内ヲ補助スベシ

( 以下省略〉

第 ＱＷｾ 康 国庫ハ勅令 ノ定 ムル所 ニ依 リ左ノ諸費ニ

封シ其ノ 2;分ノ l 以内ヲ補助 ス

6  前僚ノ規定= 依 リ北海道府! 際叉ハ市町村 ノ

負指スル補助金

第 17依 ノ 二 第 百 僚ノ 3 ノ規定 = 依リ市町村長ノ

施行スル防火改修工事= 要スル費用ハ市町村費 。

ヲ以テ一時繰 替支排ス ベシ

前 項 ノ規定ニ依リ繰替支緋 シタ ル費用 ノ緋償金

ノ徴牧= 付テハ市町村 税後牧ノ例= 依 J レ

前項ノ 排出金ニシテ緋償 ヲ得サソレモノアル トキ

ハ国庫ハ市町村= 封シ其 ノ損失 ノ 2 分ノ 1 ヲ補

償ス

第 19(1氏ノ 2 左ノ各競ノ 1 ニ該首ス J レ者ハ 6 月以

下ノ 懲役叉ハ 5 百四以下ノ罰金エ虞 ス

1  第 5 11儀ノ 3 ノ規定 ニ依ル防火改修工事ノ施

行ヲ拒ミ 、妨グ叉ハ忌避シタ J レ者

( 以下省略〉

2. 防空法施行令

(一 月限悶…2凶9

……… l  

改正 昭和| 陥6年1淑勅耳泊j令宮第移 973放

昭和 16年i WJ 令第 1135鋭

第 811阪 防 空法第1111阪第 1 項 ノ 閥 係 者 ハ 同 法 第



6 僚ノ 2 若ハ第 6 後ノ 4 乃至 第 5 後ノ 6 ニ掲グ

J レ建築物( 工事中ノモノヲ合 ム〉 第 2 俵ニ 掲 グ

ル 事業若ハ施設 、第 B僚ニ掲グJ レ特殊施設叉ハ

第 3 保ノ !.l = 掲グル物件ノ管理者叉ハ所有者 ト

シ闘係ア J レ場所ハ此等ノ者ノ管理叉ハ所有ス J レ

土地及建物其ノ他ノ工作物ト ス

防 昼法第1111氏第 3 項ノ i霊長長ノ、別 記 様 式 =依ノレ

( 別記様式省時〉

第 ＱＱ ＱＱ 康防空法第 Ｕｾ 阪 ノ Ｒ 叉ハ第 Ｕ 依ノ Ｓ ノ規 定

ユ依Yレ木造建築物 ノ防火改修工事ノ施行= 要ス

ノレ費用ハ命令 ノ定 ムノレ所= 依リ嵩該建築物 ノ所

有者ノ 負 推 トス

特定ノ街廓内= 在ノレ木造建築物ニシテ所有者 ヲ

具= スルモノ ヲ一 群 トシテ防火改修工事ヲ施行

スル場合= 於ケ J レ醤該工事ノ費用ハ命令ノ定ム

ル所ニ依 P嘗該工事= 因リテ利盆 ヲ受 ケグル建

築物ノ所有者ノ負捲トシ其ノ負捨ノ割合及方法

ハ防空法第 5 U条ノ 2 ノ規定ニ依ル工事ニ 在リテ

〈首該所有者間ノ協議 ニ依日同法第 5 係ノ B ノ

規定ニ依J レ工事ニ 在 リテハ地ア7長官 ノ定ム J レ所

: 依 J レ

前項ノ協議整ノ、ズ又ハ協議ア得スコ ト能ハザル

トキハ地方長官之 ア裁定ス

第 2 項ノ協議ハ地方長官ノ認可ア交クノレニ非ザ

レパ共ノ効力ヲ生ゼズ

ｾ Ｑ Ｒ ￭Ａ［ 長 防空法第17旅ノ規定 = 依 J レ図庫補助ハ支

出精算額= 針シ之ア詩ス但シ寄附金其ノ他 ノ牧

入アルトキハ之'ヲ盤除シタ J レ額ニ封シ材i助ス

前項ノ規定 =1;火リ交付シタ J レ閤庫補助金ハ左ニ

掲グル場合ニ於テハ其ノ全部父ハ」部ヲ返還セ

シム ルコ トヲ得

1.  設備叉ハ資材ア鹿築又ハ髭吏シ: 子i初ノ目的

ヲ達シ得ザ J レニ至リグ J レトキ

2  補助金交附 ノ後件= 蓮反シタノレ トキ

3. 防空建築規則

( 昭和 14年 加7日内務 省令第5披 )  

改正昭和 17年3月27 日内務 省令第 15鋭 /

第 3 依 本令= 於ケ J レ用語〈左 ノ 例 = 依 J レ

1. 耐火木材トハ耐火液ヲ注入シタル木材エシ

7 内務大臣 ノ定 ムル規 格 = 適合シタノレ モノ( 甲

誼耐火木材又ハ乙種耐火木材) ヲ 謂 フ

2. 防火塗料 トハ木材等= 塗布ス J レ塗料ニシテ

内務大臣ノ定 ムル規格= 適合 シタルモノヲ調フ

(  s以下省略〉

第 4 僚 木 造 ( 鎖骨木造 ヲ含 ム以下之= 同ジ〉 建

物 = シテ隣地担界総叉ハ道路ノ中心線ヨリ ノ水

平 距 離 3 メート J レ未満ノ位置= 在 Jレ部分ニ付テ

ハ左ノ構造ト潟スベシ

1.  外 壁、軒 、庇 、軒蛇腹ノ煩叉ハ出格子、肘

掛 、戸袋其ノ他ノ突出部ハ準耐火構造 ト詩シ叉

ハ 左 ニ掲グJ レモノア以テ構成若ハ被覆ス ルコ ト

| 水平附2米未満ノ トキ | 水卒脚2米以上ノ トキ

イ 等ニシテ主主厚2 以上ノ繊細「モルタ ル」、漆日食等

モノ

ロ F ノレモノ| 盆 一 一 シ | 盤土 |  

耐火木 以

上ノモ材ノ( ニ: 水シ卒テ距厚離l0糎0米 耐火木材エシテ厚 l糎以

ハ 未満ノ トキ叉内外壁、 庇

若 ノ、軒蛇ｾＮＺ］Ｎ用フノレ ト キ上 ノ モノ

ヲ除 ! l )

一 一 一 一一

石綿板叉ノ、金腐板ニシテ

木部ト遁世; ニ隔離セノレモ

ノ

「マグネシヤセメン トJ 「マグP ネシヤセメン ト」

オミ 板、厳瓦等ニシ テ厚 1. 5 板、厳瓦等ニシテl享 l糎

緩以上ノモノ 以上ノモノ

へ ニ 「モ ルタル J 3Zノ、漆喰に 「モ ルタル」叉ハ 漆喰|

木 毛 … I 叡ノ上|柄 … ぃ

ヲ主食リ F ノレモノニシテl手

合 計 2.5糎以上ノ モノ ヲ皇室 P タルモノ

ト|共ノ他地方長側 側 ニ I向上

i手ズ トraムノレモノ

l  タ1.盤、戸袋、 破風 、鼻隠毒事多盆ノ雨雲ヲ受クル

普1; 分ニ使用スル耐火木材ノ、甲溜耐火木材 トス

2  地方長官防火よ支障ナシ ト宏、ムノレ トキノ、雨雲ヲ

防グ儀「ロ」 ノ材料ヲ 以テ構成シ F ル外壁ヲ他

ノ材料ヲ以テ被覆スルコ トヲ得

2.  窓 . 叉ハ出入口 = ハ防火戸又ノ、左= 掲グル

モノヲ以テ構成シタノン戸 ア設ヶ共 ノ周囲部ハ前

蹴 ニ 規定 スツレ構造ト詩スコト

τ持 離 2米未尚ノ トキ | 氷卒峨 2米以上ノトキ

イ |耐 火 砕 シ テ厚 l 糎以l
上 ノモノ |耐火木材

ロ I I金属絞叉ハ石綿板

ハ |L3Yl hLYMTl「 引 シ ヤ セ メ ン ト鼠
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ニ|繍スガラえ 向上

ホ ! 英ノ 他地 方 長 官 仰 に |

準ズ ト認ムルモノ |  

S. 金属板 ヲ以テ;被覆シグル屋根ノ野地ハ適首

ナル厚ノ不燃材料叉ハ耐火木 材 ヲ以テ之ヲ構成

スJ レコト

地盤面ョリノ高 4 メート ルヲ超ユル木造建物 ノ

部分エ シT 隣地誼界総叉ハ道路ノ中心紘ヨリノ

水平建離 5 メー トル未満ノ位置ニ在J レモ ノ = 付

テハ前頃ノ 規定ヲ適用ス

同一敷地内= 於テ隣接スル木造建物 = 在 リテハ

互ニ相面スル外壁間ノ中心綿ヲ以テ隣地強界総

ト看倣シ前 2 項ノ規定ヲ適用ス但シ緯築高額ノ

合計 600平方メー トノレ以下 ノ建物ニ付テハ 此 ノ

限 ニ在 ラズ

第 E 依 左 ノ 各 抗 ノ 1 ニ該首スルモノニ 付テハ地

方長官第 Ｔ ｾ 条ノ制限ヲ軽減叉ハ免徐スルコトヲ

得

1  建物 ノ屋潜及地借ヲ除キタル部分ノ j末商積

ノ敷地面積= 封スル割合ノ限度 10分ノ 5 以下ノ

昼地地区内ニ 在 yレ建物

2  床面積 4 平方 メー トル以下ノ平家建ノ建物

8  公園、民場、河、 海ノ類ニ面 1¥) レ建物ノ部

分

4  擁 壁訪火壁又ハ防火上有効ナ ル措塀ノ類ニ

商 スJレ建物 ノ部分

5  防メに上有効ナ ル袖壁ノ類ヲ設 ケタ J レ場合ニ

於ケル其 ノ後方建物ノ :部分

6  過賞ニ「ド レジチ ヤー」設備スル建物ノ部

分

7  第 4 後第 l 項第 1 説 ニ規定スル構造 ヲ有 ス

ルモノニ依リ絶縁セ ラルル建物 ノ突出部

8  桂、桁共 ノ他木材ヲ使用スノレ建物 ノ部分

9  其 ノ他地方長官防メし七支障ナシ ト認ムル建

物叉ハ建物ノ部分

第 5 篠ノ 2 木造建物= シテ床面積 600平方メ ー

トル軒高 6 メート J レヲ超ユルモ ノェ在リテ ハ左

ノ 構造 ト ｾスベシ

1  外 壁、軒 、!応、軒蛇腹ノ類ハ準耐火構造 ト

詩 スコト

2  主要ナル間壁ハ銭網「モノレグノレ」塗土、漆

喰、ノ額叉ハ耐火木材 ヲ以テ構成叉ハ:被覆スル

x  4 6  

コト

3  桁 行12 メー トル ヲ庖ユル トキハノj 、屋主要及天

井裏ヲ間隔12 メート ル以内毎ニ錨網「モルグル」

塗土漆喰ノ類ヲ以テ直劃スルコ ト

4  長 12 メー トル ヲ超ユル廊下ニハ長 12 メー ト

ル以内f手= 舗網 「モルタル」塗土、漆喰ノ類ヲ

以テ構成叉ハ被覆シタル垂壁 ヲ設ク ル コ ト

6  木造天井ニハ防火塗料ヲ塗布ス ノレコ ト但シ

不燃材料叉ハ冊怜Jc_木材ヲ以テ構成叉ハ被覆シグ

ル場合ハ此ノ限= 在 ラズ

防火壁ヲ以テ直剖ゼラ J レ、建物ノ部分ハ前頃ノ

適用ニ闘シ之ヲ別ノ ;建物 ト看倣 ス

地方長官防九と支障ナシ ト認メ叉ハ建物 ノ用途

ニ依 リ己 ムヲ得ズ ト認ムル トキハ第 1 項 ノ制限

ア軽減叉ハ菟除スルコ トヲ得

第 5 僚ノ B 第 4 後第 1 項第 131. 究若ハ第; 2 項叉ハ

前 旅第 1 項ノ規定ニ依 Jレ壁遭ノ主要ナル構造用

木材ノ腐蝕ノ民アノレ部分= ハ泊常ナノレ防r寓方法

ヲ施スベシ

4. 防火改修規則 (官2223新議)

第 1 fl長 防 空j法第 6 依ノ 2 第 1 噴ノ直l或ハ防空逮

築 規111J 第 21il成ノ 規定= 依 Jレ直l或ヲ除 ク市南地建

築物法第23旅 ノ規定ニ依ル直域 ノ全部 叉ハ一部

ニ付地方長官 ( 東京府 ニ在日テハ警視徳監以下

之= 同ジ〉之ヲ指定スベシ

ｾ Ｒ 僚防［ＲＺ法第 Ｕ 依 ノ Ｒ ノ ［ 木造建築物 ハ左ニ掲

グルモノ トス

1  床面 積 600平方米軒高 5 米 ヲ 越 ユ J レ 木 造

( 銭骨木造 ア含 ム以下之= 同ジ) 建物但シ防空

建築規則第 5 篠ノ 2 ノ規定ニ依 リ建築 シグ J レモ

ノヲ除 ク

2  前 説 ニ描グノレ モノ以外ノ ; 木造建物但 シ市街

地建築物法施行規則ノ定ムル乙種!坊火地直ニ閥

スル規定又ハ訪昼建築規則ノ規定ェ依 リ建築シ

グルモ ノア除ク

第 Ｓｾ 条 前 線 ノ 木造建物 ノ 防火改修ニ付テ ハ本令

= 別段 ノ定アル場合 ヲ除クノ外防空建築規則第

3 依第 4 後 第 1 項( 第 3 挽ヲ除ク) 瓦 5 後 、第

I5 U袋ノ 2 ( 第 1 項第 2 蹴 ヲ除グ) :及第 5 僚ノ 3

ノ規定ヲ準用ス

第 H 表地方長官ハ防空建築規則第 4 僚ノ規定ノ準



用= 開シ致地ヲ異= スル木造建物ヲ其ノ建築面

積ノ 合計 150平方米以内毎ニ同一敷地内ニ 在ノレ

モノト 看倣 スコトヲ 得

第 6 ft袋地方長官巴ムヲ得ズト認ムル トキハ第2

僚第 2 披ノ木造建物ノ窓叉ハ出 入口 及其 ノ周囲

部ェ付防空建築規則第 4 f t 第 1 項 ノ規定 ノ準用

ニ閥シ 3 米未満ヲ 2 米未満 トシ 同僚第 2 項ノ規

定 ノ準用 = 闘シ 5 米未満ヲ 3 米未満 トナ スコト

ヲ得

第 Ｖ 僚防昼 建築規則第 Ｔ ｦｾ ノ 規 定 ノ 漁用 ェ閥シ

隣地彊界錦明瞭ナラサ・ノレトキハ互 = 相商 スノレ建

物ノタト壁間ノ中心総ヲ以テ 隣地彊界線 ト看倣ス

第 7 篠 木造 ノ長屋ニ シテ建築面積 150平方米ヲ

超ユル モノハ 150平方米以内毎= 地盤ヨリ屋棋

エ達 スル迄防九上有効ナノレ土塗壁 ノ類ヲ以テ匡

劃スベシ

第 8 僚 地方長官ハ防火改修工事ノ施行ノ詩必要

アリ ト認ムル トキハ常該建物ュ付補強其ノ他必

要ナル措置ヲ命ズノレ コトヲ得

第 9 U康 第 2 僚第 2 挽 ノ木造建物 〆防火改修ハ地

方長官 ノ定 ムル所= 依リ街廓毎= 一群 トシテ之

= 施行スベシ

第 ＱＰ ｾ 際 防空 法施 行令第 ＱＱ 降第 Ｑ 項 ノ 費用ハ訪宰

法第 511燦ノ2 ノ規定 ュ依ル工事= 在リテハ賞該

工事 ヲ施 行シグル建物 ノ所有者 ノ負捲トシ同法

第 5 U底ノ8 ノ規定 ユ依ル工事 ニ在リテハ工事完

了ノ時= 於ケノレ営該建物 ノ所有者 ノ負櫓 トス

肪空法施行令第111隊第 2 項 ノ費用ハ首該工事ヲ

施行シタル街廓内= 在ル第 2 ぽ第 2 競ニ該首ス

ル各建物 ノ所有者 ノ負捨 トス

第 11保 防 ｾ ｴ 会第 Ｕ 僚ノ Ｒ ノ規定ニ依リ防火改修

ヲ命ゼ ラレグル建物 ノ所有者ハ地方長官ノ定ム

ル期間内ニ其ノ設計= 付地方長官 ノ認可ヲ受ク

ベシ

前頃ノ 認 可申請ハ営該建物所在市町村ノ市町村

長ヲ経由ス ベシ

第12旅 市 町 村 長 防 空法第 5 fl 袋ノ 3 ノ規定ニ依 リ

防火改修工事ア施行スル トキハ其 ノ設計 ニ付地

方長官ノ認向ヲ受グベシ

第四銭 前 2 後 ノ防火改修工事竣J'}J シタノレ トキ又

ハ地方長官 ノ特 =指定シタノレ工程= 達 シタ ノレ ト

キハ地方長官= 届出ヅベ シ

前項ノ届出ハ首該建物ノ所在市町村ノ市町村長

ヲ経由スベシ

第 14旅地方長官土地ノ欣況叉ハ建物ノ用途エ依

リ必要ア P ト認ムル トキハ内語大臣ノ認可ヲ受

ケ第 3 U条乃至第 51i康及第 7n康ノ 規定 = 拘 ラズ命

令ヲ以テ別段 ノ;定ヲ詩スコ トヲ 得

第 15tl 条 町村組合ニシテ町村 ノ: 事務 ノ全部叉ハ役

場事務ア共同底辺スルモ ノハ本令ノ適用 ニ付テ

ノ、之ヲ 1 町村. 共ノ組合管理者ハ之ヲ l町村長 ト

看倣ス

町村制ヲ施行セザル地ニ於テハ本令中 my村ニ閥

スル規定ハ町村 ェ準ズベキモノ- . 町村長ニ闘

スル規定ノ、町村長= 準ズベキ者= 之ア適用ス

附 則 本 令 ハ 昭 和 17年 4 月 1 日ヨリ之ヲ施行ス

5 防火改修規則施行細則

( 昭和 J7年7月l 日大阪府令第63続〕

第 1 依 防 火改修規則( 以下規則 ト櫓ス) = 依ル

工事施行ュ閥シ必要ナル規 定ハ本令 ノ定 ムノレ所

= 依ル

第 2 1際 規 則 第 9 n俊ノ規定 = 依リ 街廊毎 = 一群 ト

シテ工事ヲ施行スル者ハ営該街廓ヲ単位 トシテ

防火改修組合( 以下組合 ト稽 ス) ヲ組織ス ル コ

トア得

第 3ft袋 前除 ノ規定= 依ル組合 7 組織 シタルトキ

ハ左ノ: 事項ヲ具 シ知事 = 届出ヅベレ

l  組合 ノ名栂

2  組合員ノ '住所氏名

3  組合= 役員ヲ置キタル場合= 在リテハ其ノ

氏名

4  組合ノ規約

6  其 ノ他必要ナル事現

前項ノ 届番 ニハ組合員ノ所有建物ノ配置ヲ 示セ

ル園面ア添附スベシ

第 4{! 条 規則第11僚又ハ第12J康ノ規定= 依ル認可

ア受 ケントスルモノ ハ設計書 ト共 =別記犠式 =

依ル 申請書 ヲ提出ス ベシ

前項ノ申請書 ユハ必要ナル園面ヲ添附スベシ

第 5 fl条 前 僚第 1 項ノ規定ニ依ル設計書 ェハ左 ノ

事項ア 記載スベ シ

1  建物 ノ各椋別設計内課

2  園面= 示シ難キ仕様 ノ概要

4 7  x  



営該街廓内 ノ建物 ノ所有者ノ住所氏名組合

ヲ組織シタノレ場合 = 在リテハ組合名並ェ 組合員

ノ住所氏名

2  工事費総額及建物 ノ各椋別内語

建物所有者別費用負櫓割合及方法並ュ其ノ

算定ノ J恨誠

4  其ノ他参考 トナルベキ事項

第 9 僚 令 第 ｬｬ ｾ 隊第 Ｓ 項ノ規定ニ依ル裁定ヲ講求

セ ン トスルモノハ左ノ: 事項ヲ具シ申請スベシ

首該? ヤヨ: 内ノ建物所有者ノ住所氏名組合ヲ

旭餓シタ ル場合ュ 在リアハ組合名並 ェ組合員ノ

住所氏名

2  工事費綿額及建物 ノ各事R別内諜

協議調ハズ叉ハ協議ヲ詩スコ ト能ハザル事

1  

3  

1  

3  

其 ノ他参考 トナ ルベキ事項

第 10旅 市 町 村 長 法 第 5 僚ノ B ノ規定 ニ依ノレ工事

完 了 シグル ト キハ令第 ｬｬ ｾ 条第 Ｒ 項 ノ 規定ニ依 ル

費用ノ決定 = 必要ナル資料ヲ知事ェ 提 出スベシ
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木 材 配 給 機 構 に 就 て 材 料 委 員 曾

常委員舎に ては最近 の情勢に於ける 木材の配給機構に就て

9 月25日大阪木材株式合最土より白石専務を招将懇談する とと

ろあ り該にその質疑感答の概要を記す合員各位 の御参考と も

ならば幸甚 の次 第であ る。

質 疑 慮 答 要 旨

問ー配給販頁順位 陀付て、住宅管圏の工事受注

の場合 は、 軍需部 、 官 公需 部 、 生産 ｾｊｬｩ 充部、民 需

部、 の内どの部分に入るか。

答一生産擁充の部類に入り現在も営該工事に 所

要材料0 0石 を確保するため折角努力中 な り

問一生産撒充に闘する工場等の情新築の場合、

所要材の配給入手等に付て、如何絞の誼明が必要

なり や。

筈一生産腕充の工場等の場合、大部分は軍の誼

明ある事 と思ふが、車友る誼明のみに ては不充分

にて是非必要 とする理向が必要でb る。合枇とし

ても 共工場の内容等により考慮す る事と す る。

問一一般民需の部類にて、販賀所にて一戸分 と

してま とめて購入す る場合、現在は板額の 内特に

6分板 ( 厚 3 分位 ) 、及中板 ( 厚 4. 5分) 等が入

手閤雄元t T 、御考感願ひ度 し。

答ー債格の閥係にて、生産地K て素材より 製材ー

する時、成可く債格の上る機陀製材する事を 第1

とし、挽角、挽割 、板額としての 閥聯 に重 きを置

か ざるため 、現在の様えに j伏態 と相成 り居る も、板

頼入荷 l骨量のため今後も充分努力致し!憂いc

問一一般民需品 陀付て強約 は出来 るか。

筈一契約でな く強約す る事も 出来 るが 、確質k

j キ分を版買すると 云ふ事ぽ鰍':j に入 り、議約の場

合 は舎祉 として成可く便宜 を計・る事と ナる。

問- 9 月19 日護令の大阪府木材需給調整規則に

依れば 、指定業者 は業務用の原料叉は材料 として

の木材は 、大阪木材合枇よ り購入したものでなけ

れば佼用出来ない事とたってゐるが、 と れ は 反

面大阪木材合祉は 、指定業者以外の ものに は木材

は賀れたいと も考 へられるが . 指定業者陀あら ぎ

る事業主が木材を 購入して、 とれ を指定業者 に支

給施工 させる場合、大阪木材合枇は賢 ら れ る や
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否や。

答 一府に於て何れ近々調整協議合が結成 され

ると 思ふから 、其師良 く尋ねて見僚 と 思 っ て ゐ

る。

問一大阪府第 2 匿 にて使用する木材 を、J1l; 2 直

の版賢所にて必歩入手出来得 るや。又 入手IL¥来歩

して第 1 R互にて購入したる時は 、公定慣絡 は第1

匿 によるや。

答ー第 2 区は府林材合祉の機首医l或に付明言出

来 えにい。然し第 2 匿にて 入手出来すヘ 第 1匿 にて

購入 したる場合は 、公定債格 は第 1 匿に よるc

問一木材配給の順位確定し居る怒 ら ば 承 り 度

し。

答一大韓常識的主主 るも 、

(  1  ) 直 接 軍 需

(  2  ) 間 接 軍 需

(  3  ) 官 公 需

(  4  ) 生 産 披 充 用需

(  5  ) 一 般 民 需

の順である。尤も 9 月19日附大阪府公報にある遁

り今後は木材需給調整協議舎に於て順位 も判然 と

決定す る見込であ る。 fむ種別 iて於て 、土木建築用

荷造包装用 、木工木製品用 として過去 8 ク年の貰

績によ り接分する事 も考へ られ る。

問一配給順位低位なる建物を計註する場合陀は

優先材K 多 く，指定される規格材以外の比較的獲得

し易 き規格材を以て設計する様にナれば諸事 に無

理が なくて良いと 思ふが、入手困難 なるも の と容

易なるものとを接表 して、首協舎 と連絡して貰ひ

度いと思ふが如何。

答一直接箪需材はi ¥IJ として、木材入荷のj伏態は

需要者の希望よりも 、生産者の採算上公定問格陀

合ふものムみが入荷さ れてゐ る現J伏陀っ き、@ 陀

合はぬも のが市場 に不足 を来たし居る故 、公定慣



格の一部改E を希望して居る。建築協舎の如き

困胞に於かれて是非極め て単一化したる1費用規格

とも 栴ナベをものを 作って頂き 度い と思ふ。どん

なものが得難 く叉得易いかと 云ふ事は、大腿容易

lζ 伺]答へ出来ると思ふ。

問一建築業者・陀素材を配給する事は出来ねか。

素材が配給され L ばF 自111 陀希望の規絡材を浩る事

が出来る。

答一御尤であるが、公定的格十亡相首のIj司きがあ

る僑大肢に 入荷する素材の量が少 く、叉入荷品は

特殊注文材 を合駐ち製材せねば友らぬ闘係上素材

のま L 配給する4 J r . は至難である。

問一需要者が、@ 陀よれ生産地( 乞於て取引契

約したる場合、需要者の:手元陀容易に 入手し得 る

ものと思ふが此方法は差支へたきや。叉契約した

る木材は相違反く木材伶祉を経て配給され得る

や。 1.' ，]需主芸者が生産地陀於て原木を 前頃同縁取引

拠約を友し . 必裂なる場所l乞於て製材し使用する

場合需要事ーの手許 iモ容易 K 入手 し得る と思ふが如

何。

筈ーか L る場合 は原則として不可なり。木材合

枇が成立前に於て需要者が生産者と契約したるも

の陀劃しては木材 合祉 は或程度之を認むるも 、今

日では木材合祉が生産地より買出し需要者に配給

する制度友るにより 、需要者が生産地陀於て艶約

したる 場合と ＮＡｩｬｉｾも 、 共材料が必歩しも共ま ｌ 配給

され得るとは 限 らす=他に需給l : : . : 1P: ーも必要とする方

面に配給されるやも知れや、従って珠定時に配給

されるも のとは考へ られ友い。生産地よりの出荷

が順調になりたる場合は需妥者の希望を或程度充

たし得るものと思ふ。

問 一 木 材 合 枇 は生産 地と の 取引に於て 、 需品 ＡｪＮ ｾＮ

が生産地直接の取引齢1係 による材料 i乞限り 、定め

られたる手数料20 %を低減する用意 ありや。父此

場合生産者十て於て、木材の搬出、製材運搬費共負

t脅し皐陀木材合駐 を書類の上のみ I' C於て経 rJ 1する

場合前記手数料は高き陀過ぎる嫌あり 、 6%乃

至 7%位のものにあ らさ、るや。

筈一木材 令枇が生産地より買IHす場合、共運搬

方法と か、或時期迄l Lo官、35:数量を供給 しなければ、

ならな いとかの場合に 、議想、遁 りの方法1'，ζ 依る 事

が出来主主い場合は 、合祉の負婚を以て決行 した

ければなら ない場合がしばしば起る のであって、

此場合とても共負換を需要者に陣嫁する事も出来

十、@f とより版賢しなければなら友いので、20 %

の手数料は決 して高き に過を るものでは なく 、生

産地に於ける或種の悪宣停ではないかと思ふ。

問一建築資料 として共使用量が最も 大で且重姿

である木材の入手の期限如何 と云ふ事が、建築工

事の工程を左右するめが現状である。苦々建築業

者が注文を聾してから 、大阪木材含枇で之を供給

し現場陀入荷するの lて何日を要するかを 強め承る

事: は出来ないものか。

答一今後府の建築課で建築認可の際 ，大阪木材

合枇と連絡をとれ木材配給の制官が決った上で

認可さ れ る事になると 思ふ。そ の際木材合枇より

配給の都合を申出るから、 自然木材入手の時期も

定まる事に主主る が、工事施工陀営 り、前以て所婆

盤量等を示され御相談があれば大痩好都合で、、只

簡単に性文を受けて何日開花供給し得ると云ふ事

lま、一寸申上げ1縫い。 今後工事計霊C 際には足ー非

例l相談をほj ひ度い。

問一一般の公定債格よりも 、公用材の値段の方

が良い? とめ陀 、民需白方陀材木が出世ると云ふ様

放ととを Z手陀するが如何。

答一公用材の方が値段がよいと云ふ事は友い。

只公汗1i材は此頃寸法種類を聞はすま、何でも 引耳元っ

て貰へるから 、自然その方へ出易くなり 、民需へ

出ナよりもむしろ此@ 方がよいと云ふととはあ

る。

問一根本的陀は原木が出ないと云ふ事が、資材

不足の原因である事は 、前後の御説明で承j駐日した

が、その原木の 入手が非常に間放なのは重に債格

の黙にあると 云ふと とであるか、之を必E ナる様

及考へはないか。

答一中々六ケ敷いので今の底そういふととは及

い桜だ。

問一木材の需給計霊を樹て る陀は 、保木の 入手

を自信質陀するととが線本と思ふが、御設の様に j京

木入手が恨めて困難で今の庭 、方 法 が 無 い と 云

ふ 事 で は 、 如何にして需給の計量: を樹てられる

カA。

答一大艦大阪の需嬰高は 500寓石とおさへて居

る。調査の結果では 、土建の需要 500 高 石 の タト
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Ic 、木箱、 包装等{ 乞 350高石、共他後期しなカ‘ っ

た部面に多大の需要があり 、結局合計1300高石 と

云ふ大きな数字となり 、之 れ は 到 底 不 可 能 の 事

で¥前主l ! : の 500高石を以て大関配給可能量と凡て

おるが、之れも相常の努力 を必する次第である。

問一木材む不足 と配給とを解決するには 、先刻

来公定償格の大改E と、規格の簡易化を極度 1'<: 行

ふ外主主しとのととだが、然らぽ公定的格の己主 E の

意固ありや否や。

答一之は一寸闘雄元主問睡で、只今の彪その c と

はある i僚に間かね。然しjVi核のささ試が [[ ' . く一般に

雌成 されるとよいと思ふ。

問一地方木材合枇は何時創立するカ。

答一一日も平く創立される司王を望むも 、生産j(係

と、消費! 阪との利害復雑なるにより 、見通 し凶弾ー

にしてヰ急; の創立は出来難い。

問一耐火木材は伊j 底で購 入する カ。。

筈ー将来は木材合計上でj 収扱ふも 、現在は i耐火木

材合枇! 乞て購入せられ度し。

問一配給制度 l乞就て 、私設餓道建設物の木材配

給は 、軍需、1主公需、一般民需のどの部1[. 相常す

るや。

答 ー配給 ｾ｜ＧＢ Ｉ ｉｩｩ Ｚ と しては大開花於 て官公需部と し

て取扱ふも 、近 々特需部 ( 般栴) を 作り取扱 をな

すものと思、ふ。

問一銭道省、は 直接農林省、 iζ 木材の使用申請をな

すも 、私鍛の場合は鍛道省、1'[. 直接申請をなし認 IJ J

をと受くるものと 、大阪府建築課に申請認可 を交 く

るものとこ様あり。 雨 ); ; 共陀私餓の場合は 、錨迫・

4昔、より認可 を受 け、j長林省よりの配給を受ける事

になるや。戒は般道省、と大阪府建築課と二搬の物

資指定舎を受ける事となるや。

答一釧道省 I' I 直接農林省、! と申請し て 配 給 を 受

け、現 十亡天王寺瞬 、大阪牒等木造建築物の資材害IJ

?Jt 済なり。私餓の場合は米だ配給制度決定せさ「る

も! 持需音11設定の. ヒは 、種々相談の上替底する事 I'c

仕倣う。

問 ー木材のＡ除外移出陀就て大阪に限らや件私ＱＺ ｾ ｾ

は共全部が仙府j院とまたがって居る。従って隣接

地に於て工事 をえ主す場合其手制如何。

答ー原則 として は一般腕外移，'.1:'， とII. J - 手績 を必

要 とし、必茨木材令前1: 1乞手続の上入 手 せ ら れ 度
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し。但 し隣接地の場合仮に南海銀道の和歌山より

材料を入手し、和歌山保線w. ; : 1亡て淡の輸溢りで工

事自とする場合、淡の愉! 止大阪府 であるが、ー和歌山

!係 とは設も 近距潟IHζ て、之さ51lま大乗1' 1': 1に児て差支

へ なしと認める司王がＯＱＧ，ぅ ｲｾ るが 、 前 以て ヰ木村内 ￱ ｦＡＺ へ

ー艇の. f ll 談あり皮し。f ! 1 L;!{: 一例が佐々 i乞して非

常識主主る結果 を生む; eyfがめるので、大い iζ 討.，己、し

て貰 ひ度い。 木材合刷Ｚは ｈ として ｊｾｾ 理念堅苦しい

事は申上げす 、親切に仰相談 i亡!位:一夕、る事 として居

句，

t コ。

間一 従来 ｦＮｾ した るが ￞ｉ ｉ き明 州 議 ＺＱ 亡依る注文に ｬ 位 、

歩る や。

答一複雑多依なる寸法の注文 には/ ! i l { じ粂ねる。

其者ｾ｜度打合せ 、既 成 ＱＱＷＱ 寸法 ｉｃ 基き多少密 主 ｴｩＮを闘は

ねばならぬ事。

長さ は市場長 iζ 換算して切使ひとして受持し皮

し。

問一郎産地よ りの 入料寸法を生11る方法ありや。

筈 一共有 ｾ￭ 度わ合せ 危 願ふより外友し。

問一材料 交政のゴ7法如何。

答ー! 反則 として介frit 置場 : 工場 ) ｾ皮しの事 、 将

来運輸部のi[，'ifi}J Iとより 、成可く御便利 となる様致

し度し。

問ー取引 方法は如何。

筈一現令取引止す。或は保設合、後納金 、中iifl

#I }又は納付後等の契約 lζ 基く。

問一水利: 及lVi 主主所の管業範圏立f I (IIJ 。

筈一本枇は軍需、官公需、:lL5需 J 生jJ:): i")師 ) IU，( 

u (民需) の古j ) f "] I亡分れ作部陀於て夫々分的す。

不l仰の場合は組務官1¥に1f t] 合す事。

!収究所は即ち民話: 部主主る生以て 、少並のもの L

みとなる。 以 .1二

常日の ｉ Ｚ ｬＡ，ｲ，ｾ［者下記の通 り

大阪木材株式曾社

専務取締役 白 石 英 夫 氏

棺 務 部 長 橋 本 愛 誠 氏

材 料 委 員 曾

ｾｈ 部 ｩ 委 員長 、 榊 、 道仕 ｩ 卜 ｷ 幹事

後川、 日訪問 、竹内 、野中 、前野、松久保、

各委員

タトt亡、桐本、佐路、四棒、各常務



合 員

故 今 北 乙 吉 氏

IIB和 17年 目n8 日本合 評 議 員 今北

乙 吉氏 病 を 以 て逝 去せ ら る。淘に 哀

悼に事実へ ず主主に宵照 と略歴 を掲げ謹

み て 弔意を表す。

1.  J 1;; f:l: 明 治27年 日月 2ち丹市li l
戸市

淡 町 に生る

1.  向 ｾ Ｕ 年 Ｓ 月 兵 Ｑｩｪ， Ｑ｜ 係立 工 業製 校

建 築 科卒 業

1.  同 年 4 月河 合i告蔵 建築 事務 所

に入 所

1.  大 正3年6丹市I! I戸織選管正号t tt.- ! に

勤務

同 5年 8 月久 l民房之 助家主li 築

事 務 所 に 入所

|  同 8 年 12月 建築 事務 所 創 設

1， 11召利 11年 d 月本合 陀入合 舎員

となる

1.  同 16年 l 月 本 曾評 議 員 に 賞 選

1.  同 17年 9 月 8 阿波 応症に て逝

去享年 ｾｧ 裁

昭 和 17年 9 月 9 日告別式執 行本 曾

を代表 して 1常務西潔 隊 生氏 参列下 記

弔 問 を 代 讃 す

て］会ゐ 訟 でマｬＩ淳司 Ｚ ［ ＢＧｽ Ｇ ＮＺ ｴ［ＢＧＺ Ｉ ＧＡ｜ｚ 問 ＿Ｇｯｬｾ 型守主芳ｉＡＺＮｴＡ ＮＮ ｜ＮＡ Ｚ［

Ｚ， ｩ 索祭 事長 ｾＺ ｾ ｦＺＺ ［ ｮ ｾｾ ｾ ｾｦｾＺｴ［ ＢＺ Ｚ綾 子 Ｚ Ｍｩ

弔 詞

本 f九舎評 議 員 今北 乙 吉 氏 の 長 逝

を傷み? 宝に本 舎 を代表 して 務 み

て哀 悼 の: 訟を表す

昭 和 17年 9 月 9 日

任 問 i:i.; 人 日 本 建築 協 合

合 長 工 務停 士 }，L.問
安

.......・...・ーー-ーーーーーーーーー......ー

常 務 禽 ( 第 16同 )

:':i ヨ 月 17日午後 月時4() 分 - -8ff寺

20分

内? 陳 列 場

出席 者 竹 腰 続 本 則 合 長

主 記 中間 重苦中 桐 本

主 計 松久 保 小林 宍

f荷車専 小，体狩 f斉藤 錦 町

議 事

1  現 政 舎 よ P 諮 問i に係る 行 政

事 務 簡 素 化 に 闘 ナ る 件

2  
新 健 制第五官官舎東京 委員 と

懇 談 舎 開 催 の 伶

3  東 海 支 部 設立 方 申出の f牛

』

昭 和 17年 疫合 員 名 薄利 製の

，件

ｾ Ｎ＠ 舎 員 詮衡

鰻 告

1.  建 築 地 工 組織 再 編 成 建裁 に

闘 し技術 院 より 遜 遂の乎t

2  防 火 改修 展終 了 報告・

3.  7 月分合計 報 告ー

出右f : 入管 除 隊 輸 告

常 務 自 信 く第 17@1)

周辺 Ｙ 月 Ｑ ｌＱ ｩ］ｦ午後 Ｕ 時 Ｔ Ｐ ｾ 子 ＭＷ 時

40分

所 陳 列 場

出 席 者 松 本 商j 合 長

ヨ三記 中 西 . l ! e 中佐藤

商 標

主 青l' 松 久 保

縞 柄 小林治 大下 鮒 問

誠 司E

! .  評 議 員 補 絞 に 闘 す る件

2.  倶 楽 部 室 に 閲 す る 件

3.  京 都支 部Z宣告まに !約す る 件

f  ，;空襲 防 火議.. 令袋 間務 u月に 目的

す る 偽

ロ 陳列場雇捕事職願 出 の 件

E  合 員 訟衡

記 念 事業幹 事 長提 案 の 件

報 告

?  図立公! 凋 lお合の主主談に隊j す

るイ牛

2， 記 念事 業 見 畢令 講演 令

展覧 舎年 l'If 備羽lfi?

3.  岡容HJi- s甘受 の 件

λ  出 征 報 告

編 鰻 斡 . 曾

時 9月4日午後6- 8時'20分

所 倶楽 部室

出席者 小 林 幹事 長

常 務 伊態

幹 事 尾重量 問中J 随時国

宮 略 営問

議 事

10 月続税喜持者ill 制! の件

5 3  x  
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吉
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曾 員

今 村 次男君 府 下 南 河 内 郡 柏 原 町

上市村355殴川方〈陸

軍航空本部〉

加 藤 太 郎 君 紳 戸市須摩区西垂水

国r64 ( 建築事務所 自

盤、〉

金本 孝 朗君 紳 戸市灘区 日尾町 3

の24 ( 土木建築請負

業〉

川瀬 三郎君府下三島郡豊川村苦手

委主病院現場 ( 繁一相

互 住宅株式合枇3

高丘 治季君 京 都 市 上 京区寺町;]'j

鞍馬口上ル東ヱ入【

京都市立第一工業拳

校〉

中下 イ脅次君北河内郡九個J E : 村大

字下紳悶( 住友金 腐

工業株式合軍士仲鋼

所 )

長谷川 武彦 君 飾 鷹 市御幸町85 (長 | 曾

谷川工務底〉

際 問 喜 一 郎 君 京 都 市左京区梅湾北

田丁 15 (第一相互住宅

株式含鮭 )

杉浦拾 太 郎 君 東 成 区 北 中 江 町 3の

83(株式舎低銭高組〉

地 方 曾 貝

古川貞次郎君 楓岡l採馬出 間金田'[ 82

6  ( 建築設計事務所

自答〉

特 ｾｉ ｊ ｾ 健 助 員

重量山 予定結君 布施市上小阪762( 奥

豆工業合名舎枇〕

熊倉吉太 良 君 京 都 市溢谷沼大和大

路東ヱ 入下新三田' [ 33

2  ( 株式合舷熊倉工

務底〉

普 通 貨 助 員

坂路 主主君吹岡市854 ( 株式合

x  5 4  

産土住友本市土1

役二二三J

倉 員

明山幸治郎君、加藤悦雄君、湖* "敏

郎君、山崎 茂君、前川敬歳君、中

垣 了君、宮内菊男君、加悶安彦君

地 方 倉 員

加藤幸雄君、中山通成君、伊藤義治

君、吉岡森雄君

特 7l 1J :賛 助 員

川井義貫君、岡田管二君、下木1J ( 市

君、梶井粥主主君、高橋清一震

普 通 費 助 員

向 田善三郎君、溝溢徳佐君

。ｾ i 建築と 紅合 J 9 月統合報欄退

舎者の氏名中舎員 中村義雄君は

日本電建株式舎f止に勤務の方に

して中村工務庖主中村義雄君 と

同姓同名の別人 につ き御了承納

ひます。

ｃ ｦＤＭＱｩＭｾ 空｜型Ａ

土肥 拓哉君 東淀川区十三西之町

!の 171

小海 軍賢一冠 制1戸市灘区備後町 2

の 13

高 回錠之助君 豊中市鰻塚本立n6のB

問中 直 君 和歌 山木本町字古屋

227 

上回 一雄君 北直大深町大阪鍛冶

局工務部

片 山 信一君 東 区 豊 後 町37

大木 喜義君 和歌山西経問r2の2

主主武三 郎 君 伊 丹 市 偲ケ 丘 4の 13

地 方 曾 員

昔話事 喜好君 空関市中島町35鴻池

作業場

千 原 大 五 郎 君 東 京 市 腕 布直俊/1ザ22

古関 仁 君 新 京特別市襖木町49

第一土建株式合庇枇

宅

村 山 三 郎 君 紳奈川勝鎌倉郡深海

村山崎 1100 日本航空

兵機株式舎紅 内

柴川 {軌宣君 京城府賞金 田r lの 101

清水組支底内

中村・ 武雄窮 者密演市磯子商会担里町

金利谷工事事務所

ｴ ｾ ｾ ｦ￢Ｍ信次 郎 君呉 市 蹟 町東横 路 松 村

f旦出張所

小須 悶務之助君 青森県系三戸郡下長

首代浅沼組 八戸出張

所

前問 者I曾君青森県草三戸郡下:反省

代浅沼if; fl. 八戸出張所

内

主倍強次郎君 名古員市東匹こま長町

2の 16

特 別 賞 助 員

竹原 辰雄宥 奈良県草添上郡 l後本町

市場蛍 ノ前

普 遜 賛 助 員

i官i卒 徳 次 君 東京市足立区千住関

犀町 19島藤現場事若者

所

今j : j t 三郎君 兵庫版部・各都 宮島町

岩井寅五郎方

日J 5 ;

地 方 曾 員

西村 t主君 f 脅姓八尾〕東京市

目黒m: 下目 黒 !の27

ほ二二日
倉 員

今北 乙吉 君 昭和 17年9月8日逝去

地 方 曾 員

瀬川 燦 卒 君 昭 和 17年8月5日逝去

( 謹んで哀悼の意を表 ナ〉



建 築 と 世 曾

第25輯 第10競

!冊 50鎗 ( 郵 務2鎗う

毎月 l図 ! 日 褒 行 定 債 ⑨

12冊 6圃 ( .. 24鎗〉

昭和 17年 10月15日印刷 昭和 17竿 10月20日護行

資行・編棒

印 刷 人

大阪市北直朝日ピル日本建築協曾内

印 刷 所 新日本印刷有限曾駐

大 阪 市 北 区 南 錦 町 46 呑 地

重 量 行 所 ER 日 本 建 築 協 合

大限市北区中之島 3 ノ 3 靭 日 ピ ル

竃笛畏北潰( 23) 4501響 ( 9)

娠嘗口座大阪 3 9 9 7 5 寄

日本出版文化協曾曾員番貌2220 43

戸

ー

l

 

'

'

E

F

 

弘

包 給 元 日本出版配給株式合枇

東 京 市 紳 国 区 淡 路 町 二 丁 目 九 番 地

禁 碑 載

本軍置に掲載せるものは一切とれを無断κ て

縛載し又は単行本に上梓 その他の複製行震

をなナととを禁ず。
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